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令和４年度令和４年度

決算決算

令和４年度令和４年度 私私たちのたちのお金お金は こんなは こんな事業事業にに使使われましたわれました！！

　
議
会
と
議
員
活
動　

内
容
を
よ
り
知
っ
て
頂

く
た
め
に
、
年
４
回
発

行
の
「
議
会
だ
よ
り
」

を
読
み
易
く
、
伝
わ
る

知
り
た
い
内
容
に
す
る

た
め
「
議
会
だ
よ
り

モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集

し
、
感
想
や
要
望
を

伺
い
、
紙
面
と
内
容

の
改
善
に
取
り
組

み
ま
し
た
。　
　

　
町
の
観
光
振
興
や　

地
域
福
祉
に
欠
か
せ
な

い
温
泉
施
設
の
運
営
管

理
を
担
う
振
興
公
社
の

収
入
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
低
迷
し
て
い
る

こ
と
を
受
け
、
事
業

継
続
の
た
め
支
援
金

を
支
給
し
た
。
地
方

創
生
臨
時
交
付
金

２
７
５
０
万
円
を

充
当
し
た
。　
　

　
長
和
町
の
店
舗
や　

事
業
者
等
に
対
す
る
経

営
支
援
と
、
地
域
内
の

消
費
喚
起
を
目
的
と
し

て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率
の

高
い
「
い
き
い
き
券
」

を
販
売
し
ま
し
た
。

ま
た
、
事
業
者
負
担

分
１
％
を
軽
減
す
る

た
め
、
県
補
助
金
を

活
用
し
２
６
０
万

円
を
支
援
。　
　

議会だよりモニター報償費
議会だよりモニター報償費

議会広報を評価して頂きより良く
議会広報を評価して頂きより良く

1010万万47472020 円円

長和町振興公社経営支援金
長和町振興公社経営支援金

22,,300300万円万円
町内公衆浴場燃料高騰支援事業
町内公衆浴場燃料高騰支援事業

やすらぎの湯やすらぎの湯 570570万円万円  

ふれあいの湯ふれあいの湯181800万円万円

みんなで応援！長和の里
みんなで応援！長和の里

地域いきいき券販売事業
地域いきいき券販売事業

33,,005050万円万円

　
支
援
金
の
内
２
７
５
０ 

万
円
は
コ
ロ
ナ
禍
に
関
わ

る
国
か
ら
の
交
付
金
で
す

が
、
こ
の
他
に
一
般
財
源

か
ら
両
温
泉
の
指
定
管
理

料
に
１
９
８
０
万
円
、
さ

ら
に
ふ
れ
あ
い
食
堂
の
経

営
支
援
事
業
補
助
金
と
し

て
３
８
０
万
円
支
払
っ
て

　
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
た

地
域
経
済
の
活
性
化
の
た

め
の
起
爆
剤
と
し
て
作
用

し
ま
し
た
。
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
、
町

内
の
商
工
業
者
の
閉
そ
く

感
を
打
開
す
る
た
め
の
一

助
に
な
っ
た
施
策
だ
と
考

　

え
ま
す
。

　

読
み
や
す
く
・
分
か　

り
や
す
い「
議
会
だ
よ
り
」

を
目
指
し
て
、
常
に
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
は
一
般
質

問
や
委
員
会
審
議
を
傍
聴

頂
き
、
議
員
の
質
問
姿
勢

や
内
容
に
つ
い
て
、感
想
、

意
見
を
頂
く
「
議
会
モ
ニ

タ
ー
制
度
」
を
行
っ
て
い

　

ま
す
。

OginoOgino

HaradaHarada

SatoSato



令和４年度決算

3 ながわまち議会だより　R 5.11.1

令和４年度令和４年度 私私たちのたちのお金お金は こんなは こんな事業事業にに使使われましたわれました！！

　
な
が
と
保
育
園
の　

通
園
バ
ス
２
台
を
新
た

に
購
入
。
な
っ
ち
ゃ
ん

と
な
つ
こ
ち
ゃ
ん
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
バ
ス
で
、

古
町
方
面
と
大
門
方
面

へ
運
行
し
て
い
ま
す
。

大
門
方
面
の
送
迎
の

走
行
距
離
が
長
い
た

め
、
バ
ス
を
交
代
し

な
が
ら
運
行
し
て

い
ま
す
。　
　
　

　
学
校
教
育
施
設
等　

整
備
事
業
債
と
国
庫
補

助
１
３
４
７
万
円
を
充

当
し
、
令
和
３
年
度
か

ら
令
和
４
年
度
に
掛
け

て
校
舎
の
外
壁
と
屋
根

の
修
繕
工
事
を
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、

少
人
数
教
室
の
空
調

設
備
の
整
備
を
行
い

ま
し
た
。　
　
　

　
和
田
宿
ス
テ
ー
シ　

ョ
ン
が
、
今
ま
で
の
農

水
省
か
ら
国
交
省
の
管

轄
に
変
わ
り
、
全
国
組

織
の
「
道
の
駅
」
の
仲

間
入
り
を
果
た
し
ま
し

た
。
ト
イ
レ
が
洋
式

に
、
駐
車
場
が
き
れ

い
に
な
り
情
報
コ
ー

ナ
ー
が
で
き
ま
し

た
。
一
見
の
価
値

あ
り
、
で
す
。　

ながと保育園送迎バス購入
ながと保育園送迎バス購入

合併特例事業債を充当
合併特例事業債を充当

2,4602,460万円万円

長門小学校大規模改修工事
長門小学校大規模改修工事

工事費、設計監理委託料
工事費、設計監理委託料

55,,093093万円万円

道の駅「和田宿ステーション」誕生！

道の駅「和田宿ステーション」誕生！

合併特例事業債 6,050万円を充当

合併特例事業債 6,050万円を充当

66,,426426万万97970000 円円

　

以
前
の
バ
ス
は
２
輪　

駆
動
で
し
た
が
、
今
回
購

入
し
た
バ
ス
は
い
ず
れ
も

４
輪
駆
動
と
な
り
、
雪
道

で
の
運
行
も
よ
り
安
全
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
毎
日
子

ど
も
た
ち
が
利
用
す
る
バ

ス
で
す
の
で
、
安
心
し
て

利
用
で
き
る
の
は
あ
り
が

　

た
い
で
す
ね
！

　

新
和
田
ト
ン
ネ
ル
の

無
料
化
で
交
通
量
が
増
え

下
和
田
バ
イ
パ
ス
の
横
断

も
難
儀
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
は
、
安
全

運
転
に
徹
し
、
旧
街
道
線

も
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
旧

道
は
、
家
々
の
町
並
み
や

庭
木
が
よ
く
手
入
れ
さ
れ

　

て
き
れ
い
で
す
よ
！

　

長
門
小
学
校
校
舎
は　

昭
和
49
年
、
町
財
政
の
34 

％
も
の
建
築
費
を
あ
て
て

新
築
さ
れ
ま
し
た
。
築
後

40
年
以
上
を
経
て
、
雨
漏

り
が
あ
り
、
内
装
に
も
老

朽
化
が
目
立
っ
て
お
り
、

ト
イ
レ
の
改
修
や
照
明
器

具
の
改
善
等
、
緊
急
性
の

高
い
も
の
か
ら
修
繕
を
行 

　

っ
て
い
ま
す
。

AbeAbe

TafukuTafuku

HataHata
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令和４年度令和４年度

決算決算

　
12
集
落
と
協
定
が　

締
結
さ
れ
て
お
り
、
農

地
・
農
道
・
水
路
の
維

持
管
理
、
鳥
獣
害
対
策

な
ど
各
集
落
の
事
業
実

施
に
合
わ
せ
て
交
付
さ

れ
ま
し
た
。
国
・
県

の
交
付
金
１
８
０
０ 

万
円
を
充
当
し
、
実

施
集
落
へ
２
４
０ 

０
万
円
を
支
払
い

ま
し
た
。　
　
　

　
長
和
町
を
運
営
す　

る
た
め
に
必
要
な
職
員

等
延
べ
２
７
６
人
の
、

人
件
費
及
び
派
遣
職
員

に
関
す
る
物
件
費
の
合

計
で
す
。
総
額
約
11
億 

２
５
０
９
万
６
千
円

に
な
り
、
特
別
会
計

を
含
め
た
決
算
総
額

90
億
７
４
９
２
万
円

余
の
約
12・
４
％
に

な
り
ま
す
。　
　

　７月５日から２８日にかけて、丸山淳子代表監査委員と小川純夫議会選出
監査委員により、令和４年度一般会計、特別会計及び公営企業会計決算につ
いて、審査が行われました。その結果、８月２８日に「一般会計、特別会計
については、歳入歳出決算書、事項別明細書、実質収支に関する調書及び
諸書類、公営企業会計については決算報告書、財務諸表、決算附属書類及
び証書類を審査した結果、経理は収支とも適正であるものと認める」との審
査報告書が羽田町長に提出されました。

中山間地域直接支払事業
中山間地域直接支払事業

2,4012,401万万33千円千円
   職員人件費 
   職員人件費 正規職員 91人分

正規職員 91人分

   6   6億億99,,216216万万22千円千円

  会計年度任用職員人件費
  会計年度任用職員人件費 97人分97人分

  1  1億億99,,425425万万55千円千円

 ㈱共立メンテナンス委託料
 ㈱共立メンテナンス委託料 85人分85人分

 1 1億億99,,560560万万44千円千円

特別職人件費特別職人件費 3人分3人分

44,,307307万万55千円千円

　  　丸山 淳子　　      羽田 健一郎 　　小川 純夫    　
      　代表監査委員　　　町長　　 　    監査委員

　

集
落
に
よ
っ
て
は
、排

水
の
問
題
、
獣
害
、
土
手

の
傾
斜
が
き
つ
い
、
範
囲

が
大
き
い
等
、
草
刈
り
な

ど
に
苦
慮
す
る
厳
し
い
状

況
が
見
ら
れ
ま
す
。
耕
作

の
し
難
さ
や
高
齢
化
も
あ

り
、
今
後
の
中
山
間
地
の

管
理
運
営
に
は
課
題
が
多

　

く
あ
り
ま
す
。 　

長
和
町
の
人
員
総
数　

は
多
い
！ 

ま
た
、給
与
水

準
は
、
国
家
公
務
員
の
給

与
を
１
０
０
と
し
て
、
県

内
町
村
平
均
95
・
４
、長
和

町
は
98
・
２
と
、こ
ち
ら
も

高
い
状
態
で
す
。
行
政
事

務
の
主
た
る
企
画
管
理
を

除
く
専
門
性
、
窓
口
業
務

等
は
、
今
後
よ
り
一
層
、

包
括
業
務
委
託
を
進
め
る

　

べ
き
で
す
。

TatsunoTatsuno

WatanabeWatanabe
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令和４年度一般会計・特別会計決算を認定しました。

町のお金はこんな事業に使われました

令和令和４４年度年度

決算決算
一般会計歳出決算額 一般会計歳出決算額 ７１７１億億１１５０１１５０万円万円

特別会計歳出決算額 特別会計歳出決算額 １９１９億億６３４１６３４１万円万円

令和４年度 長和町会計別決算額
会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 差引残額

 一般会計 72億6926万9561円 71億1150万4426円 1億5776万5135円

国民健康保険特別会計 7億5149万8024円 7億3933万2531円 1216万5493円

国民健康保険歯科診療所事業 特別会計 1190万8371円 1190万8371円 0円

後期高齢者医療 特別会計 8977万6462円 8925万7931円 51万8531円

介護保険特別会計 10億9593万5401円 10億3850万4096円 5743万1305円

同和地区住宅新築資金等貸付特別会計 667万1274円 1万1688円 665万9586円

観光施設事業特別会計 9644万8728円 8290万0543円 1354万8185円

和田財産区特別会計 558万2827円 150万3928円 407万8899円

 特別会計合計 20億5782万1087円 19億6341万9088円 9440万1999円

合　　計 93億2709万0648円 90億7492万3514円 2億5216万7134円

令和４年度 公共下水道事業及び排水処理施設事業会計決算額（消費税抜）　
科　目 　金　額 内　容　

収益的収支
事業収益 4億8858万7987円 下水道使用料 1億0860万0046円, 補助金 1億2528万6000円

事業費用 4億4872万0947円 減価償却費 3億2959万6579円, 支払利息等 2702万2510円

資本的収支
資本的収入 1億5304万7000円 補助金 1億4144万7000円 , 企業債 1160万円

資本的支出 2億8474万1094円 建設改良費 190万2182円, 企業債償還金 2億8283万8912円

令和４年度 上水道事業会計決算額（消費税抜）　
科　目 　金　額 内　容　

収益的収支
事業収益 2億6441万8842円 給水収益 1億3861万7090円, 補助金 3658万8723円

事業費用 2億6092万4526円 減価償却費 1億6476万7876円, 支払利息等 2043万9932円

資本的収支
資本的収入 4315万3570円 補助金 4189万9570円

資本的支出 8071万4218円 建設改良費 115万7810円, 企業債償還金 7955万6408円

令和４年度末 基金の動向（一般会計分）

基 金 名 ３年度末残高 ４年度末残高 増  減

財政調整基金 17億0006万円 17億6723万円 6717万円

新町一体感醸成基金 6億8151万円 5億6597万円 △1億1554万円

その他36基金計 9億9596万円 12億1181万円 2億0585万円

合計 33億7753万円 35億4501万円 1億5748万円

令和４年度末 起債残高
会　計 ３年度末残高 ４年度末残高 増  減

一般会計 63億5102万円 61億9743万円 △1億5359万円

同和住宅資金貸付 0万円 0万円 0万円

特環公共下水道 21億4920万円 18億7970万円 △2億6950万円

簡易排水施設 1183万円 1009万円 △174万円
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選
挙
期
間
中
、
投
票
を
促

  

長
和
町
消
防
団
の
女
性
団

員
数
は
何
名
か
。

  

令
和
４
年
度
、
団
員
数
２ 

２
５
名
中
27
名
で
あ
る
。

  

令
和
４
年
度
は
防
災
士
育

成
費
用
に
つ
い
て
、
実
績
は

あ
っ
た
の
か
。

  

太
陽
光
発
電
施
設
に
係
る

地
目
変
更
で
調
定
増
と
あ
る

が
詳
細
は
。

  

入
大
門
の
日
山
地
区
で
、

対
象
の
土
地
は
38
筆
、
合
計

面
積
は
４
２
４
２
３
㎡
、
参

考
税
額
ベ
ー
ス
で
令
和
３
年

  

マ
ル
シ
ェ
黒
耀
の
指
定
管

理
料
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
か
。

  

来
年
度
の
予
算
編
成
に
向

け
、
マ
ル
シ
ェ
黒
耀
の
運
営

状
況
等
を
検
証
し
て
、
対
応

し
た
い
。

  

町
営
住
宅
や
公
営
住
宅
の

修
繕
は
計
画
的
に
行
わ
れ
て

い
る
か
。

  

取
り
壊
し
や
単
純
な
修
繕

に
つ
い
て
は
、
有
利
な
起
債

が
無
い
こ
と
か
ら
先
送
り
に

な
っ
て
い
る
。
応
急
的
な
修

繕
は
実
施
し
て
い
る
。

  

令
和
４
年
度
の
田
舎
暮
ら

し
体
験
住
宅
の
利
用
者
数
、

及
び
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録

件
数
は
。

  

田
舎
暮
ら
し
体
験
住
宅
の

利
用
者
数
は
16
組
、
空
き
家

バ
ン
ク
登
録
件
数
は
13
件
で

あ
る
。

  

町
内
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
減

  

令
和
４
年
度
の
実
績
は
０

件
、
引
き
続
き
消
防
団
幹
部

な
ど
に
取
得
を
働
き
か
け
て

い
き
た
い
。

度
に
対
し
、
約
１
６
３
２
千

円
の
増
額
と
な
っ
た
。

  

相
続
人
調
査
が
困
難
と
の

こ
と
だ
が
調
査
件
数
は
ど
れ

く
ら
い
か
。
ま
た
、
課
税
困

難
案
件
は
ど
れ
く
ら
い
増
加

し
て
い
る
の
か
。

  

令
和
５
年
４
月
か
ら
で
30

件
以
上
、
相
続
人
の
数
等
の

調
査
を
行
っ
て
い
る
。
相
続

放
棄
に
よ
り
不
納
欠
損
と
し

た
固
定
資
産
税
の
件
数
は
令

和
３
年
の
22
件
に
対
し
、
41

件
と
増
加
し
て
い
る
。

す
た
め
、
巡
回
バ
ス
の
増
便

な
ど
は
行
っ
た
の
か
。

  

特
に
臨
時
バ
ス
の
運
行
な

ど
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

町
の
会
計
は
、
５
月
末
ま
で
に
確
定
し
た
収
入
や
支
出
を
整
理
し
た
後
、
監
査
委
員
に
よ
る
決
算
監

査
が
あ
り
、
そ
の
意
見
書
を
受
け
て
、
町
長
か
ら
９
月
議
会
に
決
算
認
定
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
す
。

決
算
審
査
は
、
議
会
が
決
定
し
た
予
算
が
適
正
に
執
行
さ
れ
た
か
、
行
政
効
果
や
経
済
効
果
を
測
定
し
、

住
民
に
代
わ
り
評
価
、
承
認
す
る
も
の
で
す
。
審
査
の
結
果
は
、
後
年
度
の
予
算
編
成
や
行
政
執
行
に

生
か
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

決
算
特
別
委
員
会
は
、
８
月
31
日（
木
）の
議
会
開
会
日
に
議
員
発
議
に
よ
り
提
案
さ
れ
、
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
議
長
と
議
会
選
出
監
査
委
員
を
除
く
８
名
の
議
員
で
構
成
さ
れ
、
渡
辺
副
議

長
を
委
員
長
と
し
て
、
９
月
７
日（
木
）、
８
日（
金
）、
担
当
課
ご
と
に
順
次
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
決
算
は
認
定
す
べ
き
も
の
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

非
常
備
消
防
費

非
常
備
消
防
費

消
防
団
員
数
は
ほ
ぼ
横
這
い

消
防
団
員
数
は
ほ
ぼ
横
這
い

令
和
４
年
度
一
般
会
計
決
算
審
査
報
告

決
算
特
別
委
員
会    

　

渡辺予算特別委員長

参
議
院
議
員
・
県
知
事

参
議
院
議
員
・
県
知
事

県
議
会
議
員
選
挙
費

巡
回
バ
ス
利
用
助
成
を
実
施

巡
回
バ
ス
利
用
助
成
を
実
施

有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会

有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会

補
助
金

補
助
金  

捕
獲
頭
数
は
、シ
カ

捕
獲
頭
数
は
、シ
カ

８
９
１
頭
、イ
ノ
シ
シ

８
９
１
頭
、イ
ノ
シ
シ
2323
頭頭

　
空
き
家
活
用
移
住
促
進

　
空
き
家
活
用
移
住
促
進

　
事
業

　
事
業

田
舎
暮
ら
し
体
験
住
宅
運

田
舎
暮
ら
し
体
験
住
宅
運

営
事
業

営
事
業

公
営
住
宅
建
物
修
繕
費

公
営
住
宅
建
物
修
繕
費

    

町
営
住
宅
１
３
０
戸

町
営
住
宅
１
３
０
戸

    

公
営
住
宅

公
営
住
宅
5050
戸戸

マ
ル
シ
ェ
黒
耀
指
定
管
理
料

マ
ル
シ
ェ
黒
耀
指
定
管
理
料

パ
ー
ト
人
件
費
・
水
道
光
熱
費
・

パ
ー
ト
人
件
費
・
水
道
光
熱
費
・

ト
イ
レ
等
の
維
持
管
理
経
費
等

ト
イ
レ
等
の
維
持
管
理
経
費
等

固
定
資
産
税

固
定
資
産
税

町
税
全
体
で
４・８
％
収
入
増

町
税
全
体
で
４・８
％
収
入
増

14951495万万33千円千円

44584458万万77千円千円

44億億31783178万万22千円千円

18001800万円万円 581581万万66千円千円16481648万万11千円千円

総
務
課

産
業
振
興
課

　
企
画
財
政
課

268268万万33千円千円3232万万77千円千円
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災
害
時
避
難
行
動
要
支
援

者
登
録
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ

で
活
用
さ
れ
て
い
る
か
。

  

避
難
行
動
要
支
援
者
の
個

別
避
難
計
画
を
作
成
し
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
カ
ン
タ
ン

マ
ッ
プ
に
登
録
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
担
当
は
総
務

課
に
な
る
が
、
福
祉
等
関
係

事
業
所
に
説
明
会
を
実
施
し

て
、
来
年
よ
り
作
成
で
き
る

よ
う
進
め
て
い
る
。

  
施
設
が
老
朽
化
し
て
い
る

が
、
利
用
者
か
ら
改
修
等
の

要
望
は
な
い
か
。

  

全
利
用
者
と
指
導
者
に
面

談
を
行
っ
て
い
る
が
、
現
時

点
で
は
施
設
設
備
等
に
関
す

る
要
望
は
な
い
。

  

給
食
無
償
化
の
財
源
に
、

過
疎
対
策
事
業
債
の
ソ
フ
ト

事
業
を
充
て
て
い
る
が
、
安

定
的
な
財
源
を
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

  

財
源
に
つ
い
て
検
討
し
た

結
果
、
過
疎
債
の
ソ
フ
ト
事

業
を
充
て
た
。
今
後
、
財
政

係
と
も
検
討
を
行
う
。

  

長
和
町
で
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
紐
付
け
作
業

に
関
し
て
、
誤
り
は
な
か
っ

た
か
。

  

今
の
と
こ
ろ
紐
付
け
に

関
し
て
問
題
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
総
点
検
の
対
象
外
と

  

公
民
館
関
連
講
座
の
申
込

者
数
の
状
況
、
申
込
期
限
な

ど
は
。

  

参
加
者
の
高
齢
化
と
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
よ
り
参
加
者
が
減
少
し

た
。
申
込
者
拡
大
の
た
め
、

講
座
内
容
の
見
直
し
や
新
講

座
の
企
画
を
考
え
る
こ
と
も

必
要
と
考
え
て
い
る
。

  

長
門
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

に
関
し
、
ふ
れ
あ
い
館
の
施

設
の
狭
さ
が
問
題
だ
が
、
小

学
校
や
古
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
利
用
も
含
め
対

策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

  

小
学
校
の
空
き
教
室
利
用

に
つ
い
て
は
、
小
学
校
長
よ

り
前
向
き
な
返
事
を
頂
い
て

い
る
の
で
、
具
体
的
に
進
め

て
い
き
た
い
。
古
町
コ
ミ
ュ

二
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
利
用
は

難
し
い
状
況
で
あ
る
。

  

信
州
大
学
の
健
康
推
進
医

  

講
座
が
終
了
す
る
と
、
依

田
窪
病
院
の
医
師
数
は
減
少

す
る
の
か
。

  

病
院
に
お
い
て
、
医
師
確

保
の
た
め
の
計
画
が
立
て
ら

れ
て
い
る
。

少
し
て
い
る
と
あ
る
が
、
そ

の
根
拠
は
何
か
。

  

地
区
に
よ
っ
て
差
は
あ
る

が
、
実
際
に
捕
獲
に
携
わ
る

人
の
話
と
、
樹
木
の
皮
剥
被

害
の
減
少
か
ら
判
断
を
し
て

い
る
。

学
講
座
は
今
年
度
が
最
後
だ

が
、
調
査
目
標
は
達
成
で
き

そ
う
か
。

  

肝
炎
の
採
血
検
査
は
３
０ 

０
０
人
に
達
し
、
町
民
の
６

割
を
超
え
、
統
計
的
な
デ
ー

タ
が
確
保
で
き
る
状
況
と
な 

っ
た
。

な
っ
て
い
る
。

  

和
田
保
育
園
の
園
児
数
が

減
少
し
て
い
る
が
、
今
後
の

方
向
性
は
。

  

保
育
園
と
小
学
校
を
一
緒

に
考
え
て
い
く
。
都
会
の
子

育
て
世
帯
が
長
和
町
に
移
住

体
験
す
る
事
業
を
観
光
協
会

で
計
画
し
て
お
り
、
10
月
中

旬
か
ら
令
和
６
年
１
月
末
ま

で
、
実
証
実
験
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

児
童
館
運
営
事
業

児
童
館
運
営
事
業

長
門
児
童
ク
ラ
ブ
登
録
数
は

長
門
児
童
ク
ラ
ブ
登
録
数
は
9494

人
、和
田
児
童
ク
ラ
ブ
は

人
、和
田
児
童
ク
ラ
ブ
は
1313
人人

保
育
園
運
営
経
費

保
育
園
運
営
経
費　　

な
が
と
保
育
園

な
が
と
保
育
園
６
２
３
２
万
円

６
２
３
２
万
円

和
田
保
育
園

和
田
保
育
園
１
５
８
５
万
円

１
５
８
５
万
円

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

交
付
対
象
経
費

交
付
対
象
経
費

発
行
件
数
は
４
２
２
２
件

発
行
件
数
は
４
２
２
２
件

公
民
館
一
般
経
費

公
民
館
一
般
経
費　　

成
人
式
、文
化
祭
、生
涯
学
習
講

成
人
式
、文
化
祭
、生
涯
学
習
講

座
な
ど
の
謝
礼
、記
念
品
等

座
な
ど
の
謝
礼
、記
念
品
等

依
田
窪
病
院
負
担
金

依
田
窪
病
院
負
担
金

前
年
比
３
１
８
５
万
円
の
増

前
年
比
３
１
８
５
万
円
の
増

防
災
福
祉
カ
ン
タ
ン
マ
ッ

防
災
福
祉
カ
ン
タ
ン
マ
ッ

プ
導
入
事
業

プ
導
入
事
業

給
食
費
無
償
化
関
連
費
用

給
食
費
無
償
化
関
連
費
用

区
域
外
を
含
め
た
小
中
学
校

区
域
外
を
含
め
た
小
中
学
校

児
童
生
徒
３
３
２
名

児
童
生
徒
３
３
２
名

福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー
事
務

福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー
事
務

費費
　
建
物
修
繕
費

建
物
修
繕
費
6868
千
円
千
円

保
健
総
務
一
般
経
費

保
健
総
務
一
般
経
費

　
内
、２
３
８
０
万
円
は
、信
州

　
内
、２
３
８
０
万
円
は
、信
州

大
学
医
学
部
健
康
推
進
学
講
座

大
学
医
学
部
健
康
推
進
学
講
座

事
業
と
し
て
算
入
さ
れ
る

事
業
と
し
て
算
入
さ
れ
る

25002500万円万円

55万円万円17501750万万77千円千円

33億億91689168万円万円

19681968万万44千円千円

323323万万33千円千円

541541万円万円

16811681万万33千円千円

教
育
課

町
民
福
祉
課

こ
ど
も
・
健
康
推
進
課

78177817万万77千円千円

新しい公民館 古町コミュニティセンター



■ 

空
き
家
バ
ン
ク
等
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）管
理
等

委
託
料
39
万
６
千
円

 

空
き
家
バ
ン
ク
Ｈ
Ｐ
の

管
理
委
託
先
は
既
存
の
業

者
か
、
ま
た
は
新
し
い
業

者
に
委
託
す
る
の
か
。
予

算
額
が
安
く
な
い
か
。

 

委
託
す
る
業
者
は
全
く

未
定
で
、
役
場
Ｈ
Ｐ
刷
新

に
併
せ
て
検
討
す
る
。
Ｈ

Ｐ
の
物
件
の
更
新
等
は
職

員
が
行
う
仕
様
の
た
め
安

価
と
な
っ
て
い
る
。

■ 

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
自
主
放
送
設

備
改
修
工
事
２
３
７
万
６ 

千
円
の
増

  

設
備
改
修
の
内
容
は
。

 
エ
ア
コ
ン
と
自
動
ド
ア

の
修
繕
で
あ
る
。
緊
急
性

が
あ
り
、
猛
暑
で
あ
っ
た

た
め
、
先
行
着
手
し
た
。

 

支
出
名
目
が
放
送
設
備

で
は
な
い
が
。

 

工
事
請
負
費
の
細
々
節

に
は
、
こ
の
科
目
の
設
定

の
み
で
あ
る
。
財
源
は
有

線
放
送
施
設
改
善
基
金
を

充
て
る
。

■ 

畜
産
振
興
費
乳
製
品
加

工
処
理
施
設
修
繕
工
事
２ 

９
３
万
１
千
円
の
増

 

長
門
牧
場
の
施
設
修
繕

工
事
は
、
数
年
前
に
新
設

し
た
加
工
施
設
で
は
な
い

の
か
。

 

長
門
牧
場
駐
車
場
の
ト

イ
レ
の
西
側
に
あ
る
平
成

12
年
に
設
置
し
た
施
設
が

該
当
す
る
。

■ 

道
の
駅
直
売
施
設
運
営

経
費
施
設
修
繕
費
17
万
６ 

千
円
の
増

 

マ
ル
メ
ロ
の
駅
な
が
と

の
下
屋
の
看
板
付
替
え
費

用
は
、
町
が
全
額
を
負
担

す
る
の
か
。

 

看
板
の
設
置
者
は
町
で
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学
者
村
別
荘
地
山
の
家

代
替
施
設
の
床
面
の
排
水

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

 
床
面
に
排
水
溝
等
は
な

い
の
で
、
毎
朝
８
時
40
分

に
施
設
ト
イ
レ
の
確
認
を

行
う
際
、
床
に
雨
溜
ま
り

が
あ
れ
ば
大
型
ス
イ
ー
パ 

ー
で
排
水
し
て
い
る
。

 

契
約
更
新
や
解
約
希
望

者
か
ら
の
苦
情
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
か
。

 

学
者
村
別
荘
地
の
管
理

費
平
準
化
に
関
す
る
苦
情

や
、解
約
時
に「
区
画
が
狭

か
っ
た
」「
崖
地
だ
っ
た
」

等
、
購
入
当
時
か
ら
の
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

既
定
の
予
算
総
額
に
１
億
０
９
４
８
万
３
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
58
億
５
５
４
７
万
１
千
円
と
す
る

あ
る
た
め
、
町
が
全
額
を

負
担
す
る
。
マ
ル
メ
ロ
の

駅
の
商
業
施
設
は
各
事
業

者
の
所
有
で
あ
る
た
め
、

頻
繁
に
事
業
者
が
変
更
に

な
る
こ
と
は
な
い
も
の
と

考
え
る
。

■ 

林
業
費
有
害
鳥
獣
駆
除

対
策
協
議
会
補
助
金
６
６ 

９
万
６
千
円
の
増

 

前
年
度
と
比
較
し
て
捕

獲
頭
数
が
減
る
と
し
て
い

る
が
、
そ
の
根
拠
と
、
予

算
以
上
に
捕
獲
さ
れ
た
場

合
の
捕
獲
報
償
費
は
ど
う

な
る
か
。

 

補
正
予
算
の
根
拠
と
し

て
、
前
年
度
の
月
ご
と
の

捕
獲
頭
数
と
比
較
し
た
結

果
、
今
年
度
は
減
る
と
判

断
し
た
。
予
算
以
上
に
捕

獲
さ
れ
た
場
合
に
は
さ
ら

に
補
正
予
算
に
計
上
し
て

対
応
す
る
。

原田恵召 委員長

総
務
経
済
常
任
委
員
会
審
査
報
告

総務経済常任委員会は、９月１２日
（火）に委員会を開催し、令和４年

度特別会計決算、令和５年度一
般会計補正予算などについて審査
し、すべての議案が全員賛成で可
決すべきものと決定されました。

総務経済常任委員会
　委員長／ 原田 恵召
副委員長／ 佐藤 恵一
　　委員／ 龍野 一幸
　　　 　　小川 純夫
　　　 　　渡辺 久人

令
和
５
年
度 

長
和
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７

号
）に
つ
い
て

令
和
４
年
度 

長
和
町
観
光
施
設
事
業
特
別
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

学者村別荘地に完成した『風の庭』



 

国
保
税
率
改
定
に
よ
り

国
保
税
賦
課
総
額
が
伸
び

て
い
る
よ
う
だ
が
、
収
納

率
も
上
が
っ
て
い
る
よ
う

だ
。
税
率
改
定
に
よ
る
影

響
は
な
い
か
。

 

国
保
税
率
の
改
定
は
県

の
保
険
税
統
一
に
向
け
て

資
産
割
を
、
所
得
割
・
均

■ 

戸
籍
会
計
年
度
任
用
職

員
人
件
費
２
４
７
万
８
千

円
の
減

 

人
件
費
が
か
な
り
減
額

に
な
っ
た
が
、
業
務
に
支

障
は
な
い
か
。

 

昨
年
度
ま
で
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
関
係

事
務
に
つ
い
て
一
定
の
目

的
を
達
成
し
た
た
め
、
窓

口
係
が
３
名
か
ら
２
名
に

１
名
減
と
な
っ
た
も
の
。

等
割
・
平
等
割
に
配
分
し

て
お
り
、
バ
ラ
ン
ス
を
み

な
が
ら
税
率
を
検
討
し
て

い
る
。
収
納
率
向
上
は
、

国
保
税
滞
納
世
帯
に
短
期

証
を
発
行
す
る
こ
と
で
、

折
衝
機
会
を
設
け
て
い
る

な
ど
の
成
果
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

■ 

防
犯
灯
修
繕
費
30
万
円

の
増

 

現
時
点
で
の
防
犯
灯
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
率
は
、
ど
の
程

度
か
。

 

令
和
５
年
９
月
現
在
、

自
治
会
・
区
所
有
の
防
犯

灯
で
未
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
も
の

が
全
体
の
８
％
、
町
所
有

で
未
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
も
の
が

全
体
の
14
％
と
な
っ
て
い

る
。
全
体
で
は
78
％
が
Ｌ

社会文教常任委員会審査報告
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Ｅ
Ｄ
化
済
で
あ
る
。

■ 

塵
芥
処
理
費
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
負
担
金
２
２
２ 

３
万
１
千
円
の
増

 

増
額
の
内
訳
は
。

 

丸
子
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ 

ー
の
緊
急
修
繕
で
、
全
体

の
費
用
は
７
９
４
２
万
８ 

千
円
で
あ
る
。

■ 

公
園
管
理
費
式
典
設
営

等
委
託
料
64
万
の
増

 

当
初
予
算
に
計
上
し
な

か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

 

５
月
の
業
者
選
定
委
員

会
で
、
セ
レ
モ
ニ
ー
を
実

施
し
た
方
が
良
い
と
い
う

指
摘
が
あ
っ
た
た
め
。

 

式
典
よ
り
も
、
新
し
い

「
い
こ
い
の
丘
公
園
」を
町

民
に
周
知
す
る
こ
と
に

使
っ
た
方
が
良
い
の
で
は

な
い
か
。

 

式
典
の
詳
細
は
こ
れ
か

ら
だ
が
、
遊
具
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

を
呼
ん
で
喜
ん
で
も
ら
え

る
内
容
に
す
る
。
そ
の
映

像
を
町
広
報
や
放
送
で
流

し
て
、
公
園
施
設
に
つ
い

て
周
知
し
て
い
き
た
い
。

■ 

保
育
園
運
営
経
費
備
品

購
入
費
75
万
の
増

 

な
が
と
保
育
園
、
和
田

保
育
園
の
備
品
購
入
費
は

何
を
買
う
の
か
。

 

園
児
送
迎
バ
ス
の
置
き

去
り
防
止
の
た
め
の
安
全

装
置
購
入
費
。
園
児
の
降

車
後
、
運
転
者
等
に
よ
る

車
内
の
点
検
後
に
確
認
ボ

タ
ン
を
押
す
方
式
で
、
国

の
基
準
を
満
た
し
た
装
置

を
設
置
す
る
。

■ 

健
康
づ
く
り
費
シ
ス
テ

ム
委
託
料
２
４
２
万
円
の

増 

ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

改
修
か
。

 

病
院
の
電
子
カ
ル
テ
の

更
新
で
、
町
の
健
康
管
理

シ
ス
テ
ム
に
町
民
ド
ッ
ク

の
健
診
デ
ー
タ
を
取
り
込

め
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

た
め
、
取
込
め
る
よ
う
に

す
る
も
の
。　
　
（
抜
粋
）

社会文教常任委員会
　委員長／ 田福 光規
副委員長／ 荻野 友一

　　     委員／ 阿部 由紀子
　　　 　　羽田 公夫
　　　 　　森田 公明

社会文教常任委員会は、９月１３日
（水）に委員会を開催し、令和４年

度特別会計決算、令和５年度一
般会計補正予算などについて審査
し、すべての議案が全員賛成で可
決すべきものと決定されました。

田福光規 委員長

社
会
文
教
常
任
委
員
会
審
査
報
告

令
和
４
年
度 

長
和
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
事
業
勘
定
）決
算
簿
認
定
に
つ
い
て

令
和
５
年
度 

長
和
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７

号
）に
つ
い
て

改修工事が進む「いこいの丘公園」
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長和町議会 令和５年第３回定例会が、長和町役場議場に於いて、８月
３１日（木）から９月２０日（水）までの２１日間の会期で開かれ、報告１６件、
発議１件、令和４年度決算認定１０件、条例案１件、令和５年度補正予算
案８件、その他６件について審議を行い、すべての議案が、全員賛成で可 
決・認定・同意・適任とされました。また、７人の議員が町の様々な課題に
ついて、一般質問を行いました。

審議結果は、議会ホームページに掲載してあります。

　

改
正
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
が
６
月
２
日

に
成
立
し
、
政
府
は
、
２
０
２
４
年
秋

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険

証
の
機
能
を
も
た
せ
た
「
マ
イ
ナ
保
険

証
」
に
一
本
化
し
、
現
行
の
健
康
保
険

証
を
廃
止
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
導

入
の
義
務
化
、
現
行
の
健
康
保
険
証
の

廃
止
は
、
取
得
が
任
意
で
あ
る
は
ず
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
事
実
上
義
務

化
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
選
択
の
自
由

と
国
民
皆
保
険
制
度
を
壊
し
か
ね
ま
せ

ん
。 

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
巡
っ
て
は

マ
イ
ナ
保
険
証
に
別
人
の
情
報
が
ひ
も

付
け
さ
れ
た
事
例
や
機
器
が
マ
イ
ナ
保

険
証
の
情
報
を
読
め
な
い

事
例
、
公
金
受
け
取
り
口

座
の
誤
登
録
、
住
民
票
の

写
し
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
サ
ー
ビ
ス
で
別
人
の
証

明
書
が
発
行
さ
れ
る
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
が
続
出
し
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
健
康
保

険
証
を
廃
止
す
れ
ば
、
利
用
者
が
保
険

資
格
を
証
明
出
来
ず
に
窓
口
で
10
割
負

担
を
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
や
、
別
人
の

医
療
情
報
に
基
づ
く
誤
っ
た
診
断
や
薬

の
処
方
の
危
険
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
心
身
に
障
が
い

を
持
つ
方
々
は
十
分
に
対
応
が
出
来
ず

に
必
要
な
医
療
を
受
け
る
権
利
が
損
な

わ
れ
る
恐
れ
も
あ
り
、
国
民
の
生
命
に

関
わ
る
深
刻
な
事
態
に
も
発
展
し
か
ね

ま
せ
ん
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ

る
「
国
民
皆
保
険
」
の
土
台
を
揺
る
が

す
重
大
な
問
題
で
す
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
保
障
制
度
を
維
持
す

る
た
め
、国
会
及
び
政
府
に
お
い
て
は
、

改
正
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
を
見
直
し
、
健

康
保
険
証
の
継
続
を
強
く
求
め
る
も
の

で
す
。 

　

よ
っ
て
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

　
　

令
和
５
年
９
月
１
日

　

長
和
町
議
会
議
長　

森
田　

公
明

　

長
和
町
議
会
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ 

ー
カ
ー
ド
の
運
用
に
お
い
て
、
公
金

受
取
口
座
の
誤
登
録
や
別
人
の
情
報

が
紐
付
け
さ
れ
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

の
発
生
が
報
道
さ
れ
、
町
民
に
不
安

を
与
え
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
改
正

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
を
見
直
し
、
健
康

保
険
証
等
の
性
急
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
へ
の
移
行
に
つ
い
て
再
検
討

を
求
め
、
健
康
保
険
証
の
継
続
を
強

く
求
め
る
意
見
書
を
議
員
発
議
に
よ

り
提
案
、
議
会
初
日
に
可
決
し
ま
し

た
。
意
見
書
は
、
９
月
１
日
、
内
閣

総
理
大
臣
、
衆
議
院
議
長
、
参
議
院

議
長
に
宛
て
て
提
出
し
ま
し
た
。

「改正マイナンバー法を見直し、健康保険証の継続を求める「改正マイナンバー法を見直し、健康保険証の継続を求める

９月９月
議会議会

意
見
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
！

意
見
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
！

健康保険証の移行は慎重に！
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令
和
５
年
７
月
10
日 
第
２
回
臨
時
会

令
和
５
年
７
月
19
日 

第
３
回
臨
時
会

令
和
５
年
８
月
４
日 

第
４
回
臨
時
会

■ 

県
補
助
に
よ
る
価
格
高

騰
特
別
対
策
交
付
金
事
業

費
５
３
２
万
円
の
増

　
住
民
税
所
得
割
非
課
税

世
帯
に
１
世
帯
２
万
円
の

支
援
を
す
る
。

■ 

県
補
助
に
よ
る
子
育
て

世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付

金
２
４
３
万
円
の
増

　
８
歳
以
下
の
児
童
の
い

る
住
民
税
所
得
割
非
課
税

世
帯
に
、
児
童
１
人
３
万

円
を
支
給
す
る
。

■ 

観
光
庁
の
国
際
競
争
力

■ 

福
祉
事
業
所
エ
ネ
ル
ギ 

ー
価
格
高
騰
対
策
支
援
事

業
２
０
６
万
円
の
増

　

町
内
15
の
福
祉
事
業
所

を
対
象
に
、
県
の
補
助
に

町
の
補
助
を
加
え
て
支
給

す
る
。
県
の
対
象
に
な
ら

な
い
４
つ
の
事
業
所
は
町

独
自
で
支
給
。

■ 

ご
み
収
集
運
搬
事
業
燃

料
高
騰
対
策
補
助
金
39
万 

５
千
円
の
増

　

ご
み
収
集
運
搬
事
業
者

４
者
に
対
し
燃
料
高
騰
分

を
補
助
す
る
。

■ 
農
家
支
援
価
格
高
騰
対

策
事
業
３
７
９
万
円
の
増

　

令
和
４
年
50
万
円
以
上

の
農
業
収
入
の
あ
る
農
業

者
に
、
飼
料
や
肥
料
、
燃

料
な
ど
の
価
格
高
騰
分
を

助
成
す
る
。

■ 

ブ
ラ
ン
シ
ュ
た
か
や
ま

ス
キ
ー
場
の
人
工
降
雪
機

の
設
置
、
及
び
給
水
配
管

や
ポ
ン
プ
の
更
新
等
を
実

施
す
る
８
８
０
０
万
円
の

工
事
に
係
る
契
約
締
結

 

随
意
契
約
と
な
っ
て
い

る
が
、
他
の
業
者
は
な
い

の
か
。

 

現
場
を
熟
知
し
て
い
る

こ
と
を
第
一
に
考
え
、
信

頼
が
お
け
る
こ
れ
ま
で
と

同
じ
専
門
業
者
と
し
た
。

の
高
い
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト

形
成
促
進
事
業
補
助
金
が

不
採
択
と
な
っ
た
こ
と
を

受
け
、
ス
キ
ー
場
管
理
事

業
の
組
替
に
よ
り
４
５
２ 

４
万
５
千
円
の
減

 

来
年
度
以
降
の
補
助
金

の
見
込
み
は
ど
う
か
。

 

ハ
ー
ド
事
業
の
採
択
は

厳
し
か
っ
た
と
聞
く
。
今

後
採
択
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
内
容
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

 

辺
地
対
策
事
業
債
が
１ 

■ 

ス
キ
ー
場
条
例
は
、
運

営
会
社
が
決
定
す
る
リ
フ

ト
料
金
の
上
限
を
設
定
す

る
も
の
。
23
〜
24
シ
ー
ズ

ン
の
実
料
金
は
こ
の
後
に

決
め
ら
れ
る
。

 

町
民
へ
の
料
金
優
遇
策

は
あ
る
か
。

 

18
歳
以
下
は
無
料
、
大

人
は
１
０
０
０
円
に
し
て

い
る
の
で
、
ス
キ
ー
場
に

足
を
運
ん
で
ほ
し
い
。

 

農
業
収
入
で
区
分
し
た

理
由
は
。

 

収
入
で
の
区
分
の
方
が

農
家
の
規
模
を
適
正
に
反

 

財
源
確
保
の
状
況
は
。

 

辺
地
対
策
事
業
債
の
二

次
申
請
分
を
提
出
す
る
予

定
で
あ
る
。

 

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
取
り

入
れ
て
は
ど
う
か
。

 

ス
キ
ー
ヤ
ー
オ
ン
リ
ー

を
大
き
な
売
り
と
し
て
き

た
が
、
シ
ニ
ア
世
代
が
減

少
し
て
、
若
い
人
は
ス

ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
の
方
が
圧

倒
的
に
多
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
検
討
し
て
い
く
。

映
で
き
る
と
考
え
た
。

■ 

地
域
い
き
い
き
券
配
布

事
業
２
０
４
０
万
円
の
増

　

物
価
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
高
騰
の
中
、
住
民
生

活
の
応
援
と
消
費
喚
起
に

よ
る
町
内
事
業
者
支
援
の

た
め
、
町
民
１
人
３
０
０ 

０
円
の
地
域
い
き
い
き
券

を
配
布
す
る
。

億
円
余
に
増
え
た
が
、
申

請
は
通
る
の
か
。

 

事
業
内
容
は
大
丈
夫
だ

と
考
え
る
。
上
限
枠
に
注

意
し
て
事
務
を
進
め
る
。

臨時臨時
議会議会

　

７
月
10
日（
月
）、19
日（
水
）、物
価
高
騰
対
策
及
び

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
す
る
国
・
県

の
補
助
金
の
決
定
を
受
け
、令
和
５
年
度
第
２
回
、第

３
回
臨
時
会
が
、
ま
た
、８
月
４
日（
金
）、ブ
ラ
ン
シ 

ュ
た
か
や
ま
ス
キ
ー
場
の
改
修
工
事
に
関
す
る
議
決

の
た
め
第
４
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
す
べ
て
の
議

案
が
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
長
和
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５

号
）に
つ
い
て

ブ
ラ
ン
シ
ュ
た
か
や
ま

ス
キ
ー
場
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

令
和
５
年
度
長
和
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６

号
）に
つ
い
て

ブ
ラ
ン
シ
ュ
た
か
や
ま
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
人
工
降
雪

給
水
配
管
等
改
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

既
定
の
予
算
総
額
か
ら
３
７
４
５
万
３
千
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
を
57
億
２
３
３
万
１
千
円
と
す
る

既
定
の
予
算
総
額
か
ら
４
３
６
５
万
７
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
57
億
４
５
９
８
万
８
千
円
と
す
る
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７
人
の
議
員
が

町
政
を
問
う
！

第
３
回
定
例
会
で
は
、９
月
１
日（
金
）９
月
４
日（
月
）に
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、

７
人
の
議
員
が
町
の
課
題
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。
　

　

★ 

議
員
の
質
問
時
間
は
、
答
弁
を
含
め
60
分
以
内
で
す
。

　
　
「
議
会
だ
よ
り
」
で
は
、
誌
面
の
都
合
上
、
質
問
議
員
が
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

１，阿
あ べ

部 由
ゆ き こ

紀子  議員 ………… P.13
（1）SDGs －男女共同参画の現状と今後－

（2）町民と共有する自主防災知識

（3）交通不便地域の解消に向けて

２，佐
さ と う

藤 恵
けいいち

一  議員 …………… P.14
（1）荒廃農地の草刈り補助、解消策、獣害対策
（2）長野県みどりの食料システム戦略を里山に
　どう取り入れるか

（3）小水力発電の進捗状況、再エネ事業の収
　益が地域にとどまるか

３，田
た ふ く

福 光
こ う き

規  議員 …………… P.15
（1）マイナンバーカード登録の現状と問題点、
　今後の課題について

（2）加齢性難聴者の補聴器購入助成について
（3）帯状疱疹予防ワクチン接種への助成の実
　施について

４，渡
わたなべ

辺 久
ひ さ と

人  議員 …………… P.16
（1）公共施設等の安全性について
（2）保育所、放課後児童クラブ等の「安全計画」
　について

５，龍
た つ の

野 一
かずゆき

幸  議員 …………… P.17
（1）ハザードマップから見る防災減災について

（2）鳥獣害対策について

６，原
は ら だ

田 恵
えしょう

召  議員 …………… P.18
（1）職員採用の要件と職員の町外転出について
（2）ブランシュたかやまスキー場のボード解禁
　について

（3）買い物難民対策について

（4）長久保信号機の右折レーン延長について

７，荻
お ぎ の

野 友
ともかず

一  議員 …………… P.19
（1）長和町の観光振興策について
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世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
毎

年
発
表
し
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
と

い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
世

界
各
国
の
男
女
平
等
の
度
合
い

を
数
値
化
し
た
も
の
で
、
日
本

は
１
４
６
カ
国
中
１
２
５
位
で

主
要
先
進
国
の
中
で
は
最
下
位

で
あ
る
。
特
に
政
治
、
経
済
の

分
野
で
格
差
解
消
が
進
ん
で
い

な
い
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い

る
が
、
長
和
町
の
行
政
の
役
職

や
役
員
の
男
女
の
割
合
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

  

総
務
課
長  

令
和
５
年
度
に

お
け
る
役
職
の
割
合
は
、
課
長

級
が
全
10
名
の
う
ち
女
性
は
０

名
、
課
長
補
佐
級
は
全
５
名
ど

う
ち
女
性
は
１
名
、
係
長
級
は

全
23
名
の
う
ち
女
性
は
５
名
と

な
っ
て
い
る
。
現
在
、
農
業
委

員
会
長
や
代
表
監
査
委
員
、
社

会
福
祉
協
議
会
長
な
ど
で
は
既

に
ご
活
躍
頂
い
て
い
る
が
、
今

後
も
積
極
的
に
女
性
の
登
用
も

視
野
に
入
れ
て
い
け
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

  

現
日
本
人
の
人
口
の
約
10
％

が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
で
あ
る
と
い
う

調
査
結
果
が
あ
る
。
こ
れ
は
左

利
き
の
人
や
血
液
型
が
Ａ
Ｂ
型

の
人
と
ほ
ぼ
同
じ
割
合
で
あ
る

と
さ
れ
て
お
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
、
男
女
共
同
参
画
や
女
性

の
活
躍
推
進
を
考
え
る
に
あ
た 

っ
て
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
を
受
容
で

き
る
社
会
の
構
築
の
重
要
性
が

問
わ
れ
て
い
る
。
町
で
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

  

教
育
長  

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
方

は
こ
れ
ま
で
支
援
か
ら
取
り
残

さ
れ
て
お
り
、
多
様
性
が
尊
重

さ
れ
る
時
代
に
あ
っ
て
、
早
急

に
対
応
す
べ
き
人
権
問
題
と
感

じ
て
い
る
。

   

「
長
野
県
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
届
出
制
度
」
が
８
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
た
が
、
こ
の
制
度

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

  

教
育
課
長  

こ
の
制
度
は
双

方
ま
た
は
一
方
が
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
で
あ
り
、
互
い
を
人
生

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
継
続
的

に
協
力
し
合
う
こ
と
を
約
束
し

た
２
者
間
の
関
係
を
県
に
届
け

る
こ
と
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
あ

る
。
届
出
申
請
と
証
明
書
交
付

は
長
野
県
が
、
そ
れ
に
準
じ
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
は
町
の
窓
口
で

の
対
応
と
な
る
。

  

高
校
通
学
の
不
便
さ
に
つ
い

て
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス
の
時
間
帯
が
合

わ
な
い
、
千
曲
バ
ス
に
比
べ
て

料
金
が
高
い
等
が
上
げ
ら
れ
て

お
り
丸
子
地
域
や
大
屋
駅
ま
で

家
族
が
送
り
迎
え
を
し
て
い
る

現
状
が
あ
る
。
現
在
考
え
ら
れ

て
い
る
取
り
組
み
案
は
。

  

総
務
課
長  

令
和
６
年
４
月

に
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
を

予
定
し
て
い
る
。
現
在
の
巡
回

バ
ス
の
エ
リ
ア
内
を
運
行
し
、

距
離
に
応
じ
た
料
金
を
設
定
す

る
。　
　
　
　
　

    　
（
抜
粋
）

町
の
男
女
共
同
参
画
へ
の
取
り
組
み
は

町
民
意
識
調
査
を
基
に
、今
後
推
進
を
図
る

阿部由紀子
 議員

デ
マ
ン
ド
交
通
の
通
学
、通
院
へ
の
要
望
が
強
い

持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
維
持
は
非
常
に
重
要

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ—

男
女
共
同
参
画
の
現
状
と
今
後—　

交
通
不
便
地
域
の
解
消
に
向
け
て

順位 国名 GGI
1 アイスランド 0.912
2 ノルウェー 0.879
3 フィンランド 0.863
6 ドイツ 0.815
43 アメリカ 0.748
105 韓国 0.680
101.5 平均 0.684
125 日本 0.647
146 アフガニスタン 0.405

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

経済参画
（日本 0.561）

・労働参加率の男女比
・同一労働における賃金の男女格差
・推定勤労所得の男女比
・管理的職業従事者の男女比

　・識字率の男女比
・初等教育就学率の男女比
・中等教育就学率の男女比
・高等教育就学率の男女比

・国会議員の男女比
・閣僚の男女比
・最近５０年における
　行政府の長の
　在任年数の男女比

・出生児性比
・健康寿命の男女比

教育
（日本 0.997）

政治参画
（日本 0.057）

健康
（日本 0.973）

アイスランド（１位）
平均（101.5位）
日本（125位）
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荒
れ
た
土
地
の
解
消
に
向
け

て
、
町
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
姿
勢
か
。

  

町
長  

集
約
化
か
ら
取
り
残

さ
れ
た
農
地
は
、
現
状
で
は
積

極
的
な
営
農
に
結
び
つ
か
な
い

状
況
に
あ
る
が
、
耕
作
で
き
る

状
態
が
維
持
さ
れ
て
い
る
農
地

は
意
欲
的
な
担
い
手
が
主
体
と

な
っ
て
、
そ
の
地
域
に
適
し
た

新
し
い
活
用
を
検
討
す
る
こ
と

で
荒
廃
農
地
の
拡
大
を
抑
制
し

た
い
。

  

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
を

活
用
し
て
、
隣
接
す
る
耕
作
放

棄
地
の
維
持
管
理
は
で
き
な
い

の
か
。

  

建
設
水
道
課
長 

多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
事
業
で
は
、
遊

休
農
地
の
解
消
及
び
発
生
防
止

の
た
め
の
保
全
管
理
を
行
う
こ

荒
廃
農
地
の
発
生
防
止
に
努
め

て
頂
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る

と
考
え
る
。

  

高
齢
化
等
で
構
成
員
が
減
少

し
た
集
落
で
は
、
鹿
柵
の
維
持

管
理
も
大
き
な
負
担
と
な
っ
て

い
る
。
高
齢
化
や
人
口
減
少
が

顕
著
な
自
治
会
、
区
へ
の
町
の

対
応
策
は
あ
る
の
か
。

  

産
業
振
興
課
長 

獣
害
防
止

柵
並
び
に
設
置
区
間
の
保
全
管

理
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
や

農
業
関
係
組
織
等
が
一
丸
と
な 

っ
て
取
り
組
み
を
推
進
し
た
経

過
を
踏
ま
え
る
と
、
設
置
者
が

主
体
と
な
っ
て
責
任
を
持
っ
て

管
理
を
行
う
こ
と
が
原
則
と
な

る
の
で
、
引
き
続
き
、
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  　
（
抜
粋
）

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
作
業
委

託
等
の
外
注
に
つ
い
て
は
、
該

当
活
動
が
規
模
や
技
術
面
か
ら

見
て
活
動
組
織
が
実
施
可
能
な

範
囲
を
超
え
て
い
る
と
判
断
さ

れ
る
場
合
は
対
象
と
な
る
。

  

窓
口
で
の
相
談
時
、
荒
廃
農

地
は
個
人
所
有
の
私
的
土
地
の

た
め
、
草
刈
り
等
の
土
地
の
維

持
管
理
に
、行
政
と
し
て
原
則
、

補
助
制
度
が
な
い
と
説
明
を
受

け
る
が
、「
住
民
の
声
」に
応
え

る
具
体
的
な
施
策
の
検
討
は
な

さ
れ
な
い
の
か
。

  

産
業
振
興
課
長 

町
は
、
住

民
自
ら
の
自
主
性
や
自
立
性
等

を
尊
重
し
、
住
民
の
活
動
に
対

し
て
支
援
や
協
働
を
行
う
場
合

に
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
原

則
に
反
す
る
こ
と
の
無
い
よ
う

行
政
と
住
民
が
果
た
す
べ
き
責

務
を
明
確
に
し
、
所
有
者
に
お

い
て
負
担
を
伴
う
性
格
の
も
の

に
つ
い
て
は
分
別
を
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識

で
あ
る
。
所
有
者
は
、
周
辺
の

農
業
生
産
活
動
に
支
障
が
生
じ

な
い
よ
う
農
地
の
適
切
な
維
持

管
理
を
行
い
、
地
域
に
お
い
て

は
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い

農
地
が
発
生
し
た
場
合
に
は
住

民
相
互
や
関
係
機
関
等
と
情
報

共
有
や
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り

町
内
の
荒
れ
た
土
地
の
解
消
策
は

地
域
に
適
し
た
新
し
い
活
用
を
検
討
す
る

佐藤 恵一
 議員

雑草が繁茂する遊休荒廃地

　

荒
廃
農
地
の
草
刈
り
補
助
、
解
消
策
、
獣
害
対
策
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依
田
窪
病
院
で
は
、
マ
イ
ナ

保
険
証
の
ト
ラ
ブ
ル
は
発
生
し

て
い
な
い
か
。

  

町
民
福
祉
課
長 

確
認
し
た

と
こ
ろ
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は

無
い
よ
う
だ
が
、
顔
認
証
が
読

み
込
め
ず
暗
証
番
号
を
入
力
し

た
ケ
ー
ス
が
数
件
あ
っ
た
。

  

マ
イ
ナ
保
険
証
が
使
え
な
い

ト
ラ
ブ
ル
は
、
ど
の
よ
う
な
理

由
で
起
こ
っ
て
い
る
の
か
。

  

町
民
福
祉
課
長 

今
、
全
国

的
に
起
き
て
い
る
ト
ラ
ブ
ル
は

一
般
的
に
、
健
康
保
険
組
合
に

よ
る
紐
付
け
が
手
作
業
の
た
め

住
所
確
認
な
ど
が
不
十
分
だ
っ

た
ケ
ー
ス
等
に
よ
り
、
医
療
機

関
で
別
人
の
医
療
情
報
が
ひ
も

付
け
さ
れ
た
り
、
カ
ー
ド
の
読

み
取
り
や
顔
認
証
、
通
信
機
器

の
不
具
合
な
ど
で
無
保
険
扱
い

と
な
り
、
医
療
費
10
割
を
請
求

さ
れ
る
な
ど
が
あ
る
。

  
当
町
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
取
得
率
は
何
％
か
。

  

町
民
福
祉
課
長 

令
和
５
年

７
月
末
現
在
、申
請
率
は
85
・
０ 

％
で
、交
付
率
は
77
・
９
％
で
あ

る
。
急
速
に
進
ん
だ
理
由
は
、

国
が
実
施
し
た
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
各
自

治
体
が
臨
時
申
請
窓
口
設
置
等

を
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
実
施

し
た
結
果
だ
と
思
う
。

  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
自

主
返
納
が
急
速
に
広
が
っ
て
い

る
そ
う
だ
が
、
当
町
で
の
返
納

者
は
。

  

町
民
福
祉
課
長 

当
町
で
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
返
納
者

は
１
名
で
、
そ
の
理
由
は
「
国

が
信
用
で
き
な
い
」
と
の
こ
と

で
あ
る
。

  

政
府
は
、
今
秋
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
総
点
検
を
行
う

と
し
て
い
る
が
、
当
町
へ
の
業

務
負
担
や
町
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の

影
響
が
心
配
で
あ
る
。
町
で
は

ど
の
よ
う
な
作
業
に
な
る
か
。

  

町
民
福
祉
課
長 

現
段
階
で

は
、
当
町
は
総
点
検
の
必
要
は

な
い
と
の
回
答
が
き
て
い
る
。

  

長
野
県
内
の
加
齢
性
難
聴
者

へ
の
補
聴
器
購
入
補
助
は
、
計

12
自
治
体
に
広
が
っ
て
い
る
。

当
町
に
お
い
て
も
、
来
年
度
予

算
で
、
補
聴
器
購
入
補
助
の
実

施
を
要
望
す
る
。

  

町
民
福
祉
課
長 

町
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
か
ら
見
る
と
、
補

聴
器
の
購
入
を
希
望
し
た
い
方

の
割
合
は
、
長
和
町
の
75
歳
以

上
の
約
１
３
０
０
人
の
後
期
高

齢
者
の
う
ち
78
人
と
な
る
。
町

長
の
答
弁
の
と
お
り
、
補
聴
器

購
入
補
助
の
事
業
実
施
に
向
け

て
協
議
を
進
め
て
い
く
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
抜
粋
）

総
点
検
で
町
の
業
務
負
担
へ
の
影
響
が
心
配

現
段
階
で
は
、総
点
検
の
必
要
は
な
い

田福 光規
 議員

来
年
度
予
算
で
、補
聴
器
購
入
補
助
の
実
施
を

実
施
に
向
け
て
協
議
を
進
め
る

コミュニケーションのための必需品

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
登
録
の
現
状
と
問
題
点
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

　

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
助
成
に
つ
い
て
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長
門
児
童
館
の
軒
天
が
落
下

す
る
事
故
が
あ
り
、
幸
い
人
的

な
事
故
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

ま
た
、
長
門
牧
場
の
軒
天
も
修

繕
の
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。
そ

れ
ぞ
れ
経
過
と
原
因
は
究
明
で

き
た
の
か
。

  

教
育
長  

経
年
劣
化
に
よ
り

接
続
部
が
腐
食
し
パ
ネ
ル
の
一

部
が
落
ち
た
も
の
で
あ
る
。
修

復
す
る
ま
で
子
ど
も
が
危
険
個

所
に
入
ら
な
い
よ
う
ネ
ッ
ト
に

よ
る
バ
リ
ケ
ー
ド
を
設
置
し
応

急
措
置
を
図
っ
た
。
修
繕
費
用

は
、
早
期
に
修
復
を
図
る
た
め

予
備
費
を
充
用
し
対
応
し
た
。

今
後
は
職
員
が
定
期
的
に
施
設

の
確
認
を
行
い
、
危
険
個
所
を

事
前
に
把
握
し
、
安
全
確
保
に

努
め
て
い
く
。

で
あ
る
。
装
置
の
仕
様
は
、
エ

ン
ジ
ン
停
止
後
に
車
内
の
安
全

確
認
を
促
し
、
車
内
確
認
後
に

車
両
後
部
の
装
置
を
操
作
す
る

と
警
報
が
停
止
す
る
降
車
時
確

認
式
装
置
と
、
車
内
に
設
置
す

る
セ
ン
サ
ー
に
よ
り
置
き
去
り

に
さ
れ
た
子
ど
も
を
検
知
す
る

と
車
外
向
け
に
警
報
を
発
す
る

自
動
検
知
式
装
置
が
あ
り
、
町

の
運
行
管
理
に
合
っ
た
装
置
を

設
置
す
る
。

  

小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で

は
児
童
の
所
在
確
認
は
行
っ
て

い
る
か
。
ま
た
、
小
学
校
の
ス

  

町
長
は
建
物
を
常
時
適
法
な

状
態
に
維
持
す
る
よ
う
努
力
義

務
が
課
さ
れ
て
い
る
。
職
員
に

と
っ
て
は
自
分
た
ち
の
勤
め
の

場
で
あ
り
、
保
育
・
教
育
、
集

会
施
設
、
避
難
所
と
な
る
施
設

も
あ
る
。
職
員
が
自
ら
町
の
財

産
を
管
理
す
る
意
識
を
持
ち
自

主
的
な
点
検
が
で
き
な
い
か
。

  

企
画
財
政
課
長 

日
頃
の
点

検
・
観
察
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
早
期
に
変
化
や
異
変
に
気
付

い
て
適
時
適
切

な
対
処
を
行
う

こ
と
で
、
今
後

も
施
設
を
良
好

な
状
態
に
保
つ

こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
引
き
続

き
職
員
が
で
き

る
範
囲
に
お
い

て
、
自
主
的
な
点
検
を
実
施
し

て
い
く
。

ク
ー
ル
バ
ス
の
安
全
装
置
は
ど

う
す
る
の
か
。

  

教
育
課
長  

小
学
校
の
ス
ク 

ー
ル
バ
ス
は
Ｊ
Ｒ
バ
ス
に
委
託

し
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が

終
点
の
バ
ス
停
に
着
い
た
時
点

で
、
置
き
去
り
の
子
ど
も
が
い

な
い
か
必
ず
乗
務
員
が
確
認
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ス
の

乗
務
員
も
乗
車
時
に
ど
こ
の
バ

ス
停
で
降
り
る
お
子
さ
ん
が
乗

車
し
た
か
を
概
ね
承
知
し
て
お

り
、
下
車
時
に
は
気
配
り
を
し

て
い
る
。
上
級
生
に
は
下
級
生

の
面
倒
を
見
な
が
ら
確
認
し
て

一
緒
に
バ
ス
を
降
り
る
よ
う
指

導
し
て
い
る
。
小
学
校
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
安
全
装
置
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
対
策
で
対
応

で
き
て
い
る
こ
と
か
ら
設
置
は

考
え
て
い
な
い
。　
　
（
抜
粋
）

  

保
育
園
バ
ス
の
安
全
装
置
の

設
置
完
了
は
い
つ
に
な
る
か
。

ま
た
、
そ
の
仕
様
は
。

  

こ
ど
も
・
健
康
推
進
課
長 

９
月
議
会
に
補
正
予
算
を
計
上

し
、
速
や
か
に
設
置
す
る
計
画

法
令
に
基
づ
く
建
物
の
点
検
は
行
っ
て
い
る
か

一
部
の
施
設
を
除
き
、実
施
し
て
い
る

児
童
の
安
全
確
保
に
関
す
る
取
組
み
は

年
度
内
に
安
全
計
画
の
策
定
を
行
う

渡辺 久人
 議員

長門児童館でパネルが落下

　

公
共
施
設
等
の
安
全
性
に
つ
い
て

　

保
育
所
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
の
安
全
計
画
に
つ
い
て



一般質問

17 ながわまち議会だより　R 5.11.1

人
員
を
配
置
で
き
な
い
か
。

  

町
長  

捕
獲
し
た
鳥
獣
は
捕

獲
し
た
も
の
の
責
任
に
お
い
て

適
正
に
処
理
す
る
も
の
。
町
職

員
が
狩
猟
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得

し
て
止
め
刺
し
を
行
う
こ
と
は

現
状
難
し
い
と
考
え
る
。
町
で

は
捕
獲
報
奨
金
を
18
千
円
と
し

て
い
る
。
狩
猟

免
許
取
得
の
た

め
の
周
知
等
を

行
っ
て
い
く
。

  

川
に
沿
っ
て

鹿
が
移
動
侵
入

し
て
く
る
。
河

川
周
辺
の
対
策

も
必
要
と
考
え

る
が
。

 

産
業
振
興
課

長  
河
川
に
お

い
て
は
河
川
法

  

鉄
砲
に
よ
る
狩
猟
が
禁
止
さ

れ
て
い
る
地
域
で
は
ワ
ナ
で
の

  

５
月
に
配
布
さ
れ
た
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
で
は
古
町
地
区
の
最

終
避
難
所
で
あ
る
古
町
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
は
50
㎝
か
ら
３
ｍ
、
依

田
窪
病
院
は
３
ｍ
か
ら
５
ｍ
浸

水
す
る
と
さ
れ
る
。
ど
の
程
度

の
災
害
を
想
定
し
た
も
の
か
。

  

町
長  

町
民
の
皆
様
に
「
自

分
の
命
を
守
る
」
た
め
に
で
き

る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
頂
く

と
と
も
に
、
犠
牲
者
を
出
さ
な

い
た
め
の
避
難
体
制
の
推
進
を

図
る
た
め
全
戸
に
配
布
し
た
。

土
砂
災
害
と
浸
水
想
定
区
域
の

２
種
類
を
示
し
、
浸
水
想
定
は

１
０
０
０
年
に
一
度
、
48
時
間

に
累
計
７
６
２
㎜
以
上
の
降
雨

量
と
な
る
場
合
と
し
た
。

  

危
険
区
域
周
辺
の
堤
防
の
強

度
は
調
査
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
橋
梁
の
損
傷
も
予
想
で
き

る
が
、
橋
梁
強
度
の
検
証
は
し

て
い
る
か
。

  
建
設
水
道
課
長 

最
大
規
模

の
降
雨
に
よ
り
氾
濫
を
想
定
し

た
も
の
だ
が
、
堤
防
強
度
の
調

査
ま
で
は
し
て
い
な
い
。
橋
梁

に
つ
い
て
は
５
年
に
一
度
の
法

定
点
検
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
、
支
障
が
出
て
い
る
と
指
摘

さ
れ
た
橋
梁
に
関
し
て
は
修
繕

を
行
っ
て
い
る
が
、
自
然
災
害

で
の
検
証
は
し
て
い
な
い
。

  

緊
急
放
送
や
防
災
無
線
が
聞

こ
え
な
い
、
聞
き
取
り
に
く
い

な
ど
の
地
区
が
あ
る
。
防
災
情

報
の
告
知
方
法
の
改
善
は
で
き

な
い
か
。

  

総
務
課
長  

火
災
は
消
防
本

部
よ
り
防
災
無
線
を
経
由
し
て

放
送
、
災
害
等
の
避
難
情
報
は

町
緊
急
一
斉
放
送
で
対
応
し
て

い
る
。
防
災
無
線
に
関
し
て
は

平
成
20
年
か
ら
の
運
用
で
老
朽

化
が
懸
念
さ
れ
、
今
後
、
よ
り

良
い
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。
併
せ
て
、
防
災
情
報
等
に

つ
い
て
は
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
な
ど

の
活
用
も
検
討
し
て
い
る
。

の
規
定
が
あ
り
工
作
物
は
簡
単

に
は
設
置
で
き
な
い
。
山
際
の

防
止
柵
の
補
修
等
の
徹
底
を
お

願
い
し
た
い
。
町
で
は
、
被
害

状
況
の
把
握
に
務
め
、
地
域
住

民
が
積
極
的
な
対
策
を
実
践
で

き
る
よ
う
、
働
き
か
け
や
支
援

に
努
め
て
い
く
。　
　
（
抜
粋
）

捕
獲
以
外
方
法
が
な
い
が
、「
止

め
刺
し
」が
で
き
な
い
。
町
で

龍野 一幸
 議員

敬
遠
さ
れ
る
止
め
刺
し
、町
で
人
材
確
保
を

町
か
ら
の
人
員
配
置
は
困
難
で
あ
る

浸
水
想
定
区
域
が
多
い
が
、災
害
規
模
は

 

１
０
０
０
年
に
一
度
ク
ラ
ス
の
確
率
を
想
定

捕獲したシカの写真を撮って申請します

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
か
ら
見
る
防
災
減
災
に
つ
い
て

　

獣
害
対
策
に
つ
い
て
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町
外
者
の
採
用
は
い
つ
か
ら

か
。
ま
た
、何
人
が
採
用
さ
れ
、

何
人
が
町
内
に
居
住
し
て
る
の

か
。
町
外
者
を
採
用
す
る
よ
う

に
な
っ
た
理
由
は
何
か
。

  

総
務
課
長  

平
成
28
年
度
か

ら
で
、
同
年
以
降
の
町
外
採
用

者
は
８
人
、
現
在
７
人
が
町
内

に
居
住
し
て
い
る
。
町
外
者
を

採
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由

は
、
町
内
者
の
み
で
は
応
募
が

な
い
た
め
、
町
外
ま
で
広
げ
て

募
集
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

  

職
員
と
し
て
採
用
後
に
町
外

へ
転
出
し
て
い
る
職
員
は
ど
の

程
度
あ
る
の
か
。

  

総
務
課
長  

町
外
に
居
住
し

て
い
る
職
員
は
23
名
い
る
。
町

外
に
転
出
し
た
主
な
理
由
と
し

て
は
、
婚
姻
、
子
の
進
学
な
ど

の
家
庭
の
事
情
で
あ
る
。

い
。
町
内
に
食
材
の
買
い
物
が

で
き
る
場
所
の
確
保
は
で
き
な

い
の
か
。
ま
た
、
マ
ル
シ
ェ
黒

  

建
設
水
道
課
長 

上
田
建
設

事
務
所
は
、
現
在
計
画
し
て
い

る
国
道
１
４
２
号
長
久
保
か
ら

四
泊
落
合
道
路
拡
幅
事
業
に
お

い
て
、
右
折
レ
ー
ン
滞
留
区
間

を
現
状
よ
り
50
ｍ
延
長
、
全
長

１
１
０
ｍ
に
し
て
、
渋
滞
を
解

消
す
る
計
画
で
い
る
。 （
抜
粋
）

い
れ
ば
、
ス
キ
ー
場
の
存
続
に

も
影
響
す
る
可
能
性
も
あ
る
と

あ
り
、
今
後
、
マ
ウ
ン
ト
長
和

に
お
い
て
し
っ
か
り
と
議
論
を

重
ね
て
頂
き
、
ど
う
い
っ
た
経

営
方
針
が
よ
い
か
、
町
と
し
て

も
㈱
マ
ウ
ン
ト
長
和
と
と
も
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

  

町
内
に
買
い
物
で
き
る
ス
ー

パ
ー
が
あ
れ
ば
、
巡
回
バ
ス
を

町
外
ま
で
運
行
す
る
こ
と
は
な

  

大
門
・
和
田
か
ら
長
久
保
信

号
機
交
差
点
で
右
折
し
て
長
久

保
・
佐
久
方
面
に
行
こ
う
と
す

る
と
、
右
折
レ
ー
ン
が
短
く
、

混
雑
時
に
は
上
田
方
面
の
直
進

車
が
進
め
な
い
こ
と
が
あ
る
。

一
刻
も
早
く
改
修
を
県
に
要
望

し
て
ほ
し
い
。

  

㈱
マ
ウ
ン
ト
長
和
よ
り
、
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
も
共
存
へ
と
検
討

し
て
い
る
と
公
表
さ
れ
た
が
、

町
は
会
社
の
考
え
を
受
け
入
れ

る
の
か
。

  

町
長  

㈱
マ
ウ
ン
ト
長
和
の

小
林
社
長
よ
り
、
こ
の
ま
ま
ス

キ
ー
ヤ
ー
の
み
に
こ
だ
わ
っ
て

耀
に
肉
や
魚
類
の
充
実
が
図
れ

な
い
か
。

  

産
業
振
興
課
長 

マ
ル
シ
ェ

黒
耀
で
は
現
在
、肉
・
魚
・
乳
製

品
・
菓
子
・
加
工
品
・
飲
料
・
調

味
料
等
の
一
般
食
品
合
計
で
約

２
３
５
品
目
を
扱
っ
て
お
り
、

そ
の
内
、
肉
類
・
魚
類
は
15 
種

類
、
週
お
よ
そ
１
５
０
パ
ッ
ク

を
仕
入
れ
て
い
る
。
肉
や
魚
の

充
実
に
つ
い
て
、
直
ち
に
実
施

す
る
こ
と
は
厳
し
い
と
の
認
識

だ
が
、
住
民
の
要
望
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
、
マ
ル
シ
ェ
黒
耀
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。

マ
ル
シ
ェ
黒
耀
の
一
般
食
品
の
充
実
を

要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
協
議
し
て
い
く

右
折
レ
ー
ン
が
短
く
上
田
方
面
が
直
進
で
き
な
い

50
ｍ
延
長
し
、１
１
０
ｍ
に
す
る
計
画
で
あ
る

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
解
禁
す
る
予
定
は

町
と
し
て
運
営
会
社
と
と
も
に
検
討
し
て
い
く

 

町
外
に
転
出
し
て
い
る
町
職
員
の
数
は

 

婚
姻
や
子
の
進
学
に
よ
り
、23
人
が
転
出

原田 恵召
 議員

　

職
員
採
用
の
要
件
と
職
員
の
町
外
転
出
他
に
つ
い
て

　

ブ
ラ
ン
シ
ュ
た
か
や
ま
ス
キ
ー
場
の
ボ
ー
ド
解
禁
に
つ
い
て

　

買
い
物
難
民
対
策
に
つ
い
て

　

長
久
保
信
号
機
の
右
折
レ
ー
ン
延
長
に
つ
い
て
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町
の
産
業
振
興
を
考
え
る
上

で
、
観
光
産
業
が
ど
の
よ
う
に

位
置
づ
け
さ
れ
、
観
光
産
業
発

展
の
た
め
に
町
は
ど
の
よ
う
な

考
え
が
あ
る
の
か
。

  

町
長  

長
和
町
長
期
総
合
計

画
に
基
づ
き
、
産
業
振
興
の

中
で
観
光
産
業
は
主
要
な
産
業

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
ま

た
町
内
に
は
観
光
に
資
す
る
地

域
資
源
が
数
多
く
存
在
し
て
お

り
、
ま
す
ま
す
発
展
す
る
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。
地
域
資
源
を
有
効
に
活
用

し
な
が
ら
、
関
係
機
関
、
団
体

と
連
携
し
観
光
推
進
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

  

長
期
総
合
計
画
に
あ
る
「
観

光
ル
ー
ト
の
確
立
」
と
は
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

  

産
業
振
興
課
長 

実
際
に
町

を
訪
れ
て
頂
く「
交
流
人
口
」を

増
や
す
た
め
、
観
光
客
が
町
へ

足
を
運
ぶ
ル
ー
ト
や
町
内
の
観

光
地
を
巡
っ
た
り
、
体
験
な
ど

を
通
じ
滞
在
す
る
「
観
光
ル
ー

ト
」
の
確
立
と
、
旅
前
後
に
長

和
町
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
頂
く

な
ど
「
関
係
人
口
」
を
増
や
す

た
め
の
、
町
に
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
く
プ
ロ
セ
ス
を
含
め
た

「
観
光
ル
ー
ト
」の
確
立
を
目
指

し
て
い
る
。

  

冬
季
の
重
要
な
観
光
資
源
で

あ
っ
た
エ
コ
ー
バ
レ
ー
ス
キ
ー

場
は
す
で
に
３
シ
ー
ズ
ン
休
業

と
な
っ
て
い
る
が
、
町
は
こ
れ

を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。

  

町
長  

町
は
、
令
和
２
年
10

月
に
休
業
の
連
絡
を
受
け
、
地

域
に
と
っ
て
町
に
と
っ
て
大
変

憂
慮
す
べ
き
事
態
と
捉
え
、
商

工
会
、
観
光
協
会
と
と
も
に
、

運
営
会
社
代
表
者
に
営
業
の
継

続
を
求
め
て
き
た
。
合
わ
せ
て

ス
キ
ー
場
周
辺
の
皆
様
に
対
す

る
影
響
が
大
き
い
と
考
え
、
各

種
施
策
を
実
施
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

  

エ
コ
ー
バ
レ
ー
ス
キ
ー
場
の

休
業
が
続
く
と
、
今
ま
で
当
町

を
訪
れ
て
い
た
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

を
楽
し
む
観
光
客
を
失

う
こ
と
と
な
る
が
、
㈱

マ
ウ
ン
ト
長
和
と
話
し

合
い
、
ブ
ラ
ン
シ
ュ
た

か
や
ま
ス
キ
ー
場
で
も

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
受
け

入
れ
が
で
き
な
い
か
。

  

産
業
振
興
課
長 

ス

キ
ー
ヤ
ー
オ
ン
リ
ー
の

ス
キ
ー
場
を
転
換
す
る

の
は
大
変
難
し
い
こ
と

で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
ス

キ
ー
場
の
存
続
に
も
影
響
す
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
、
し
っ
か

り
と
議
論
を
重
ね
て
頂
い
た
上

で
、
町
は
総
合
的
に
判
断
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

町
内
で
も
観
光
客
に
楽
し
ん

で
頂
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
提
案
は

た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
が
、
国

の
補
助
金
で
活
動
す
る
長
和
町

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら

の
新
し
い
提
案
は
あ
る
の
か
。

  

産
業
振
興
課
長 

長
和
町
ス

ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

今
年
度
か
ら
の
新
し
い
取
り
組

み
と
し
て
、
旧
和
田
中
の
教
室

を
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
ジ
ム
に
改
修

し
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
旧

和
田
中
を
拠
点
と
し
た
ス
ポ
ー

ツ
と
観
光
の
発
信
地
化
を
目
指

し
て
い
る
。
ま
た
、
全
日
本
自

転
車
競
技
連
盟
に
よ
る
「
信
州

な
が
わ
ま
ち
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア

ル
大
会
」
の
開
催
、
冬
季
「
雪

板
」
と
い
う
長
野
県
発
祥
の
ス

ポ
ー
ツ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
展

開
し
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
よ

る
新
た
な
フ
ァ
ン
獲
得
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
予

定
で
あ
る
。 　
　
　
　
（
抜
粋
）

 

観
光
振
興
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か

 

地
域
資
源
を
有
効
に
活
用
し
て
い
く

荻野 友一
 議員

旧和田中でボルダリングができます

　

長
和
町
の
観
光
振
興
策
に
つ
い
て
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一部事務組合議会

■ 

９
月
21
日（
木
）、依
田
窪
医
療
福
祉
事

務
組
合
議
会
令
和
５
年
第
２
回
定
例
会

が
開
催
さ
れ
、
令
和
４
年
度
決
算
等
に

つ
い
て
審
議
を
行
い
、
す
べ
て
の
議
案

が
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
令
和
４
年
度
依
田
窪
病
院
事
業
会
計

決
算
に
つ
い
て　

収
益
的
収
支
は
、
事

業
収
益
が
36
億
４
５
０
６
万
円
、
事
業

費
用
が
32
億
８
４
３
３
万
円
で
、
差
し

引
き
３
億
６
０
７
３
万
円
の
経
常
利
益

と
な
り
、
こ
れ
に
固
定
資
産
の
除
却
な

ど
の
特
別
損
失
を
加
え
て
、
３
億
２
９ 

６
６
万
円
の
純
利
益
を
計
上
。（
表
１
）

　
　

こ
れ
は
、
常
勤
医
師
の
確
保
に
よ
る

診
療
体
制
の
強
化
等
に
よ
っ
て
、
入
院

収
益
、
外
来
収
益
が
と
も
に
増
加
し
、

医
業
収
益
が
前
年
度
に
比
べ
大
き
く
増

加
し
た
こ
と
、
加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
よ
る
補

助
金
が
交
付
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

■
依
田
窪
介
護
老
人
保
健
施
設
設
置
条

例
の
一
部
改
正　

経
費
の
増
加
等
に
よ

り
、
利
用
者
に
ご
負
担
頂
く
食
費
等
の

金
額
を
見
直
す
。

（
報
告
：
田
福
光
規 

議
員
）

■ 

９
月
21
日（
木
）、中
学
校
組
合
議
会
令

和
５
年
９
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
令

和
４
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定
、
令

和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
審
議
を
行
い
、
す
べ
て
の
議
案
が
全

員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
令
和
４
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て　

歳
入
１
億
１
９
９
８
万
２ 

千
円
、歳
出
１
億
１
８
４
８
万
６
千
円
、

差
引
残
額
１
４
９
万
６
千
円
。
組
合
負

担
金
は
１
億
２
２
８
万
４
千
円
で
、
市

町
の
負
担
割
合
は
、
長
和
町
59
・
07
％
、

上
田
40
・
93
％
で
あ
る
。（
表
２
）

■
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て　

歳
入
歳
出
に
52
万
１
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
１
億
６
０
３
２ 

万
１
千
円
と
す
る
。
歳
入
増
の
主
な
理

由
は
、
学
校
保
健
特
別
対
策
事
業
費
補

助
金
22
万
５
千
円
が
決
定
し
た
こ
と
に

よ
る
増
額
で
、
主
に
コ
ロ
ナ
対
策
費
と

し
て
使
用
さ
れ
る
。
一
般
財
源
と
合
わ

せ
て
50
万
円
の
予
算
を
組
み
、
換
気
対

策
と
し
て
、
普
通
校
舎
の
廊
下
側
の
窓

に
網
戸
を
取
り
付
け
る
。　

　
（
報
告
：
羽
田
公
夫 
議
員
）

上
田
市
長
和
町

中
学
校
組
合
議
会

依
田
窪
医
療

福
祉
事
務
組
合
議
会

表 1　令和４年度 依田窪病院事業会計決算概要

◆ 患者数の状況 （単位：人）

区      分 令和４年度 対前年増減

外来患者数 54,505 △ 63
入院患者数 31,848 △ 258

和田診療所患者数 1,478 △ 93
1日外来患者数 224.3 △ 1.2
1日入院患者数 87.3 △ 0.7

◆ 収益的収支 （単位：千円）

区      分 令和４年度 対前年増減

事業収益　　　 3,645,060 584,233

医業収益 2,505,163 150,350

　医業外収益 1,115,797 435,070

和田診療所収益　 24,100 △ 1,187
事業費用　　　 3,284,327 312,033

医業費用 3,077,046 277,440

　医業外費用 183,180 35,780

和田診療所費用　 24,100 △ 1,187
経常損益 360,733 272,200
特別損失 31,071 20,323
純損益 329,662 251,877

表２　上田市長和町中学校組合一般会計の主な歳出決算額　（単位：千円）

款 項 令和４年度 令和３年度 前年比 摘　要　
議会費 200 167 33

総務費
総務管理費 583 2,577 △ 1,994
監査委員費 47 45 2

教育費
教育総務費 9,437 10,308 △ 871

中学校費 94,100 95,778 △ 1,678 光熱水費　11,100
放送室音響調整卓等　2,684

公債費 14,119 12,172 1,947
予備費 0 0 0

歳出決算額 118,486 121,047 △ 2,561

　

■ 

一
部
事
務
組
合
議
会
報
告

TafukuTafuku

HataHata
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６
月
29
日（
木
）、
長
和
町
役

場
に
お
い
て
、
６
月
定
例
会
を

傍
聴
・
視
聴
し
て
頂
い
た
７
名

の
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
と
、
提
出

さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
を

基
に
第
４
回
モ
ニ
タ
ー
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

 

会
議
に
お
い
て
出
さ
れ
た
主

な
意
見
、
感
想
は
、

▽ 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
し

て
い
な
い
た
め
議
会
を
視
聴
で

き
な
い
家
庭
に
対
し
、
イ
ン
タ 

ー
ネ
ッ
ト
等
で
見
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
に
し
て
ほ
し
い
。

▽ 

若
い
人
の
意
見
が
少
な
い
と

感
じ
た
。
消
防
団
な
ど
多
く
の

場
所
に
出
向
い
て
意
見
を
聞
い

て
頂
き
た
い
。

▽ 

議
員
の
質
問
に
対
し
て
、
町

は
明
確
な
回
答
で
な
か
っ
た
気

が
し
た
。
町
の
本
気
度
を
議
員

は
深
堀
す
べ
き
だ
。

▽ 

議
会
は
、
町
が
立
て

た
計
画
の
進
捗
状
況
を

確
認
し
、
計
画
の
見
直

し
な
ど
を
提
案
す
る
こ

と
で
町
の
将
来
像
は
変

わ
っ
て
い
く
。
町
と
の

関
係
向
上
を
図
り
、
良

い
方
向
に
持
っ
て
行
く

こ
と
が
議
会
の
役
目
で

は
な
い
か
。

▽ 

総
務
経
済
・
社
会
文

教
各
常
任
委
員
会
は
５

名
ず
つ
に
分
か
れ
て
い

る
が
、
人
数
が
少
な
い

の
だ
か
ら
全
員
で
行
え

ば
良
い
の
で
は
。

　
 

他
に
も
別
荘
、移
住
、

空
き
家
な
ど
に
関
す
る

意
見
や
要
望
な
ど
が
出

さ
れ
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

 

議
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
落

ち
着
い
て
き
た
こ
と
か
ら
、
地

域
や
団
体
と
の
懇
談
会
を
開
催

し
、
若
い
方
と
接
す
る
機
会
も

増
や
し
、
町
の
活
性
化
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
　（
報
告
：
龍
野
一
幸
議
員
）

若い人若い人のの意見意見
を取り入れ を取り入れ 　　
活性化活性化をを　　　　

■ 第４回 議会モニター会議

議会モニターの皆さんの意見を聴く

議会懇談会懇談会■　
委員会視察研修視察研修
広域■組合議会
　　活動報告■■

TatsunoTatsuno
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７
月
14
日（
金
）、
松
本
市
キ 

ッ
セ
イ
文
化
ホ
ー
ル
で
長
野
県

町
村
議
会
議
長
会
主
催
の
議
員

研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
毎
日
新
聞
論
説
委

員
の「
人
羅
格
」氏
よ
り「
議
会

の
な
り
手
問
題
と
住
民
参
加
に

つ
い
て
」
と
題
し
、
資
料
を
基

に
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
２
０
２
３
年
統
一
選
挙
＝
町

村
議
会
議
員
選
挙
は
、
３
７
３

選
挙
の
う
ち
１
２
３
町
村
で
無

投
票
。
▽
定
数
割
れ
は
北
海
道

や
長
野
県
な
ど
で
20
町
村
（
前

回
は
８
町
村
）
▽
脱
無
投
票
に

動
く
議
会　

・
北
海
道
栗
山

町
議
会
＝
議
員
の
学
校　

・
北
海
道
浦
幌
町
議
会
＝
若

手
女
性
議
員
３
人
当
選
、
地

域
協
力
隊　

・
山
形
県
庄
内

町
議
会
＝
女
性
模
擬
議
会

▽
な
り
手
不
足
問
題
対
策
先

進
県
の
長
野
県　

・
喬
木
村

議
会
＝
夜
間
・
休
日
議
会
、・

生
坂
村
議
会
＝
若
手
の
報
酬

増
額
、
55
歳
以
下
18
万
円
か

ら
30
万
円
に　

・
中
川
村
議

会
＝
35
歳
か
ら
59
歳
ま
で
を

４
段
階
に
分
け
て
増
額
、
50

代
で
17
万
５
千
円
が
24
万
５
千

円
に　

▽
飯
綱
町
議
会
・
高
山

村
議
会
＝
議
会
モ
ニ
タ
ー
か
ら

議
員
に　

▽
喬
木
村
議
会
な
ど

＝
事
前
の
進
退
表
明　

▽
議
員

削
減
は
10
人
が
限
度
か
。

　

次
に
、大
正
大
学
准
教
授「
大

沼
み
ず
ほ
」氏
よ
り「
少
子
化
対

策
に
つ
い
て
」
と
題
し
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。
現
代
の
問
題
点

を
突
い
た
タ
イ
ム
リ
ー
な
研
修

会
で
し
た
。

　
　
（
報
告
：
原
田
恵
召
議
員
）

　

９
月
19
日（
火
）、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
研
究
す

る
た
め
、
議
会
か
ら
２
名
、
行

政
か
ら
４
名
が
参
加
し
て
、
佐

久
市
と
須
坂
市
へ
。

　

地
域
資
源
＝
農
業
用
水
を
活

用
し
た
小
水
力
発
電
所
を
見
学

し
、
小
水
力
発
電
事
業
者
と
の

意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
小
水

力
発
電
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
可
能
性
に
つ
い
て
視

察
研
修
を
行
っ
た
。
飯
山
市
の

㈱
藤
巻
建
設
が
中
心
と
な
っ
て

設
置
す
る
五
郎
兵
衛
用
水
発
電

所
（
佐
久
市
）、

米
子
北
の
沢
用

水
発
電
所
（
須

坂
市
）は
、い
ず

れ
も
発
電
開
始

が
令
和
５
年
４

月
か
ら
で
あ
り

小
水
力
発
電
装

置
と
除
塵
装
置

等
の
最
新
の
技

術
が
導
入
さ
れ

て
い
た
。

　

両
発
電
所
と

も
に
農
業
用
水

路
を
有
効
に
活

用
し
て
お
り
、
ま
た
、
地
元
の

企
業
と
の
協
業
や
地
域
へ
の
還

元
策
が
講
じ
ら
れ
、
過
疎
化
に

と
も
な
う
地
域
の
課
題
解
決
策

と
し
て
検
討
す
べ
き
事
項
だ
と

思
う
。

　

令
和
２
年
度
よ
り
国
の
制
度

見
直
し
に
よ
り
、
水
力
発
電
を

災
害
時
の
地
域
電
源
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て

お
り
、
今
後
は
自
治
体
と
の
地

域
連
携
に
つ
い
て
も
調
査
・
研

究
し
て
い
き
た
い
。

　
　
（
報
告
：
佐
藤
恵
一
議
員
）

議員議員ののなり手なり手
不足不足のの現状　現状　
とと対応策　対応策　　　

農業用水路農業用水路をを
　　活用活用した　した　
　　小水力発電小水力発電

長野県町村議会議員研修会

小水力発電所の施設を視察

■ 長野県町村議会議員研修会

■ 小水力発電、再生エネに関する現地視察

SatoSato

HaradaHarada
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依
田
窪
医
療
福
祉
事
務
組
合

議
会
で
は
、
議
員
＝
上
田
市
議

会
議
員
３
名
・
長
和
町
議
会
議

員
６
名
と
依
田
窪
病
院
・
老
人

保
健
施
設「
い
こ
い
」の
懇
談
会

を
、
令
和
５
年
７
月
28
日（
金
）

に
開
催
し
ま
し
た
。

　

国
保
依
田
窪
病
院
と
老
人
保

健
施
設「
い
こ
い
」か
ら
、
施
設

の
状
況
と
経
営
の
改
善
施
策
等

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
そ

の
後
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

  

老
健「
い
こ
い
」の
経
営
の

現
状
が
深
刻
で
あ
る
。
最
大
２ 

億
８
千
万
円
あ
っ
た
基
金
を
取

崩
し
て
、
現
在
の
残
高
が

２
６
３
０
万
円
と
な
り
、
来

年
度
予
算
が
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。
そ
の
原
因
に
は
、
人

件
費
比
率
が
非
常
に
高
い
、

令
和
２
年
か
ら
始
ま
っ
た
給

食
の
委
託
、
コ
ロ
ナ
禍
で
利

用
者
が
減
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
あ
る
。
特
に
人
件
費
と

給
食
費
が
問
題
で
、
毎
年
７

〜
８
千
万
円
不
足
す
る
。
抜

本
的
な
改
善
を
図
る
べ
き
。

こ
の
状
況
を
見
る
と
、
現
在

の
介
護
保
険
制
度
の
下
で
は

公
的
な
老
健
施
設
は
成
り
立
た

な
い
の
で
は
な
い
か
。

  

公
的
施
設
が
老
人
保
健
施

設
全
体
に
占
め
る
割
合
は
４
〜

５
％
。
県
下
の
公
的
老
健
は
、

給
与
費
が
主
な
要
因
で
多
く
が

赤
字
経
営
の
た
め
、
構
成
自
治

体
か
ら
平
均
で
３
～
５
千
万
円

の
繰
入
を
行
っ
て
お
り
、
公
的

老
健
で
今
運
営
が
成
り
立
っ
て

い
る
と
こ
ろ
は
殆
ど
無
い
と
聞

い
て
い
る
。

  

来
年
度
以
降
、
ど
の
く
ら

い
改
修
費
や
修
繕
費
が
伸
び
る

計
画
か
。

  

い
こ
い
の
改
修
は
、
建
物

検
査
で
最
重
要
と
さ
れ
て
い
る

外
壁
改
修
で
３
千
万
円
ほ
ど
で

あ
る
。
様
々
な
箇
所
の
老
朽
化

が
進
ん
で
お
り
、
特
に
給
排
水

設
備
は
早
め
に
や
っ
た
方
が
良

い
と
考
え
る
。

　

病
院
の
改
修
等
は
、
建
物
の

施
設
改
修
や
高
額
医
療
機
器
の

更
新
等
、
向
こ
う
10
年
の
実
施

計
画
を
立
て
て
定
期
的
に
行
っ

て
い
る
。

  

給
食
費
の
改
善
策
に
つ
い

て
、「
い
こ
い
」単
独
で
業
者
委

託
す
る
と
、
経
費
を
ど
こ
ま
で

圧
縮
で
き
る
か
検
討
し
た
か

  

ま
だ
行
っ
て
い
な
い
。
厨

房
施
設
や
必
要
な
機
材
の
購
入

等
の
問
題
、
単
独
で
契
約
で

き
る
の
か
等
々
、
今
業
者
と
話

し
合
っ
て
い
る
。
ま
た
、
外
部

で
作
っ
た
も
の
を
チ
ル
ド
で
運

び
、
温
め
て
出
す
こ
と
が
可
能

か
に
つ
い
て
も
、
業
者
と
話
し

て
い
る
。

  

経
営
改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
、
過
去
に
病
院
改
革
プ
ラ
ン

を
策
定
し
、
経
営
改
善
に
向
け

た
取
り
組
み
が
で
き
た
と

い
う
が
、
そ
の
結
果
を
し 

っ
か
り
踏
ま
え
て
、
経
営

強
化
プ
ラ
ン
を
つ
く
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
。

  

令
和
２
年
ま
で
の
改

革
プ
ラ
ン
の
評
価
は
行
っ

た
。
プ
ラ
ン
通
り
に
は
推

移
し
な
か
っ
た
が
、
最
終

的
な
目
標
の
経
常
黒
字
は

結
果
的
に
２
年
度
に
は
達

成
で
き
た
。

　

依
田
窪
病
院
は
、
経
営

強
化
プ
ラ
ン
の
策
定
を
進

め
、
老
健「
い
こ
い
」は
課

題
が
明
確
に
な
り
、
今
後
の
取

り
組
み
に
期
待
す
る
。
経
営
が

厳
し
い
と
構
成
市
町
の
負
担
金

の
話
に
な
る
が
、
上
田
市
も
財

政
状
況
将
来
負
担
率
が
急
速
に

悪
化
し
て
き
て
お
り
、
議
会
で

は
公
共
施
設
の
見
直
し
な
ど
厳

し
い
意
見
も
出
て
い
る
。
地
域

の
医
療
福
祉
を
担
う
皆
さ
ん
の

意
見
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
自

治
体
が
役
割
を
果
た
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
　
（
報
告
：
田
福
光
規
議
員
）

老健老健「「いこいいこい」」
のの経営問題　経営問題　
がが課題課題！！　　　　

■ 依田窪病院・老健いこいと組合議会議員の懇談会

地域医療を担う国保「依田窪病院」

老人介護保健施設「いこい」
TafukuTafuku
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７
月
13
日（
木
）、〝
あ
い
と
ぴ

あ
〟さ
ん
か
く
セ
ミ
ナ
ー 

第
２

回
「
若
者
・
女
性
の
政
治
参
画
」

講
座
の
開
催
が
あ
り
、
長
和
町

議
会
か
ら
は
５
名
の
議
員
と
事

務
局
が
、
長
和
町
役
場
庁
舎
に

お
け
る
動
画
視
聴
会
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

講
師
は
、
若
い
世
代
の
政
治

参
画
を
促
進
す
る
、
一
般
社
団 

法
人N

O
 YO

U
TH

 N
O

 JAPAN
 

/FIFTYS PRO
JECT

代
表
の
能

條
桃
子
さ
ん
で
、「
政
治
分
野
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
／
わ
た
し

た
ち
の
世
代
で
解
消
を
」
と
題

し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

能
條
さ
ん
は
、
若
者
の
投

票
率
が
80
％
を
超
え
る
デ

ン
マ
ー
ク
で
の
留
学
経
験

を
元
に
、
政
治
分
野
の
ジ 

ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

の
解
消
を
目
指
し
、
若
者

の
声
を
届
け
る
た
め
、
20

代
30
代
の
若
者
の
地
方
選

挙
へ
の
立
候
補
を
呼
び
か

け
、
一
緒
に
支
援
す
る
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

   

　

動
画
で
は
フ
ィ
フ
テ
ィ 

ー
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら

の
立
候
補
者
で
、
長
野
県
で
地

方
議
員
に
立
候
補
し
て
当
選
し

活
動
し
て
い
る
２
名
の
女
性
議

員
の
紹
介
と
、
現
在
の
活
動
や

状
況
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し

た
。
政
治
の
分
野
に
女
性
の
視

点
が
加
わ
る
こ
と
が
、
生
き
や

す
い
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
い
う
視
点
を
基
に
、

今
後
も
、
若
い
人
や
女
性
の
声

が
届
く
社
会
に
な
る
よ
う
、
長

和
町
で
も
男
女
共
同
参
画
へ
の

理
解
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
（
報
告
：
阿
部
由
紀
子
議
員
）

政治政治分野分野に　に　
女性女性のの視点視点とと
　　参画参画を　を　　　

役場会議室で動画視聴

　

７
月
４
日（
火
）、
小
県
郡
２

町
村
の
議
会
議
員
が
集
い
、
研

修
と
意
見
交
換
を
通
じ
て
議
会

の
活
性
化
を
図
る
「
青
木
村
・

長
和
町
議
会
議
員
研
修
会
」を
、

青
木
村
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

青
木
村
出
身
で
あ
り
青
木
村

名
誉
村
民
と
な
っ
た
五
島
慶
太

翁
の
歴
史
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
五
島
慶
太
氏
は
東

急
グ
ル
ー
プ
の
礎
を
築
い
た
実

業
家
で
、
教
育
者
と
し
て
次
世

代
の
育
成
に
力
を
注
い
だ
人
で

も
あ
り
ま
す
。
東
急
グ
ル
ー
プ

と
青
木
村
の
連
携
を
図
っ
た
村

づ
く
り
に
つ
い

て
の
お
話
を
聞

き
、
村
出
身
の

著
名
人
の
リ
ソ 

ー
ス
を
活
か
し

て
東
急
グ
ル
ー

プ
社
員
等
と
の

関
係
人
口
、
交

流
人
口
の
増
を

図
る
た
め
、
継

続
し
た
企
画
を

立
案
実
施
す
る

姿
勢
が
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
五
島
慶
太
未
来
創

造
館
」
及
び
、
当
郷
地
区
岡
石

工
業
地
整
備
事
業
に
係
る
「
㈱

竹
内
製
作
所 

青
木
村
新
工
場
」

の
見
学
を
行
い
、
担
当
者
か
ら

誘
致
に
い
た
る
ま
で
の
経
緯
や

造
成
工
事
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
10
年
余
に
お
よ

ぶ
行
政
側
の
セ
ー
ル
ス
が
誘
致

に
結
び
つ
い
た
と
の
こ
と
で
、

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
有
用
性
に

つ
い
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
　
（
報
告
：
佐
藤
恵
一
議
員
）

青木村青木村のの企業企業
誘致誘致施策施策等等　　
をを学ぶ　　　学ぶ　　　

㈱竹内製作所「青木工場」 の前で説明を聞く

■ 青木村・長和町議会議員研修会

■ 男女共同参画研修会（動画視聴会）

AbeAbe

SatoSato
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７
月
12
日（
水
）、
上
田
地
域

広
域
連
合
が
目
指
す
資
源
循
環

型
施
設
の
先
進
地
と
し
て
、
広

域
連
合
議
会
議
員
23
名
及
び
事

務
局
４
名
で
静
岡
県
富
士
市
新

環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
富

士
市
大
淵
６
７
６
番
地
）
の
行

政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
施
設
は
、
令
和
２
年
10
月

稼
働
、
炉
の
規
模
は
２
５
０
ｔ

／
日
、
上
田
広
域
連
合
が
計
画

す
る
１
４
４
ｔ
／
日
よ
り
規
模

は
大
き
い
も
の
の
、
炉
の
型
式

は
同
じ
で
す
。

　

建
設
費
は
総
額
２
２
６
億
円

で
運
営
管
理
費
は
20
年
間
で

１
４
５
億
円
を
予
定
。
令
和

４
年
度
の
発
電
量
は
約
３
３ 

１
０
０
Ｍ
Ｗ
、
売
電
量
は
発

電
量
の
70
％（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
、非
Ｆ

Ｉ
Ｔ
）、30
％
は
敷
地
内
消
費

で
、
売
電
価
格
は
約
４
億
３ 

４
０
０
万
円
、
非
Ｆ
Ｉ
Ｔ
分

は
地
元
Ｐ
Ｐ
Ｓ
事
業
者
に
売

電
し
て
い
ま
す
。

　

同
施
設
は
敷
地
面
積
、
能

力
な
ど
上
田
広
域
の
計
画
と

は
規
模
が
違
い
ま
す
が
、
上

田
広
域
連
合
で
建
設
予
定
の

資
源
循
環
型
施
設
の
建
設
に
は

ま
だ
時
間
が
か
か
り
、
建
設
費

の
高
騰
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
一

日
も
早
い
着
工
を
望
む
と
こ
ろ

で
す
。

　
　
（
報
告
：
渡
辺
久
人
議
員
）

　

７
月
26
日（
水
）、
上
田
地
域

広
域
連
合
の
所
管
す
る
施
設
に

関
連
し
、
上
田
市
に
あ
る
清
浄

園
、
下
室
賀
最
終
処
分
場
、
川

西
消
防
署
の
３
施
設
を
視
察
し

ま
し
た
。

⑴  

清
浄
園 

　

清
浄
園
は
昭
和
34
年
、
上
田

市
の
し
尿
処
理
場
と
し
て
設
置

さ
れ
、
平
成
10
年
上
田
広
域
連

合
設
立
に
伴
い
、
幾
重
か
改
修

工
事
を
行
い
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。
平
成
30
年
に
長
和
町
汚

泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
が
完
成

し
た
こ
と
か
ら
、
し
尿
及
び

浄
化
槽
汚
泥
等
の
投
入
量
は

上
田
市
分
の
み
と
な
り
、
年

間
２
万
ｔ
程
で
ピ
ー
ク
時
の

14
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
清
浄
園
敷
地
は
広

域
の
最
重
要
課
題
と
し
て
進

め
て
い
る
資
源
循
環
型
施
設

の
候
補
地
で
あ
る
こ
と
か
ら

上
田
市
南
部
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
に
移
転
す
る
計
画
で
す
。

⑵  

下
室
賀
最
終
処
分
場

　

同
施
設
は
平
成
８
年
か
ら

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
か

ら
搬
出
さ
れ
る
、固
形
灰
、廃

プ
ラ
、覆
土
、焼
却
灰
な
ど
の
埋

め
立
て
用
地
で
、
敷
地
面
積
４ 

４
１
５
８
平
方
m
、
埋
め
立
て

容
量
９
３
９
３
０
㎥
で
、
令
和

４
年
５
月
の
残
容
量
は
４
７
３ 

２
㎥
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
は
、
殆
ど

の
焼
却
灰
は
リ
サ
イ
ク
ル
処
理

し
、
施
設
の
残
容
量
分
は
災
害

時
の
緊
急
搬
入
先
と
し
て
確
保

し
ま
す
。

　

ま
た
、
埋
立
地
は
閑
静
に
整

備
さ
れ
て
お
り
、
土
地
の
活
用

に
向
け
今
後
検
討
さ
れ
ま
す
。

⑶  

川
西
消
防
署

　

所
在
地
は
上
田
市
浦
野
１
２ 

６
番
地
２
に
あ
り
、
管
轄
区
域

は
青
木
村
全
域
と
上
田
市
西
部

地
区（
人
口
比
率
４
：
６
）と
な 

っ
て
い
ま
す
。

　

職
員
数
は
14
名
、
令
和
４
年

中
の
火
災
出
動
件
数
10
件
（
上

田
市
６
件
）、救
急
件
数
６
６
３

件（
上
田
市
４
６
９
件
）と
共
に

上
田
市
へ
の
出
動
が
上
回
っ
て

い
ま
す
。

　

庁
舎
の
外
観
は
蔵
風
で
昭
和

47
年
に
建
築
、
現
在
、
屋
根
及

び
床
面
の
傷
み
が
顕
著
で
、
令

和
11
年
に
大
規
模
改
修
工
事
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
直
者

数
は
３
名
か
ら
４
名
と
少
数
の

た
め
、
出
動
の
際
は
署
が
無
人

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　（
報
告
：
渡
辺
久
人
議
員
）

清浄園清浄園がが資源資源
循環型施設　循環型施設　
のの候補地　候補地　　　

上田地域広域連合「清浄園」を視察

上田地域広域連合議会 富士市新環境クリーンセンター

■ 上田地域広域連合議会行政視察

Watanabe
Watanabe
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議会行政視察

　

８
月
３
日（
木
）、
長
和
町
議

会
で
は
議
員
全
員
の
参
加
を
得

て
、
公
共
交
通
事
業
の
先
進
地

と
し
て
、
山
梨
県
身
延
町
へ
視

察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

身
延
町
は
、
Ｊ
Ｒ
身
延
線
が

富
士
川
沿
い
に
走
り
、
そ
こ
か

ら
東
西
の
山
間
部
に
集
落
が
点

在
し
て
、
多
く
の
高
齢
者
が
暮

ら
し
て
お
り
、
公
共
交
通
の
確

保
は
重
要
な
行
政
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
身
延
町
で
は
、
公
共

交
通
事
業
を
交
通
防
災
課
が
担

当
し
、
町
営
バ
ス
と
〝
み
の
ぶ

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
〟
の
運
行

を
担
っ
て
い
る
。

　

平
成
16
年
に
３
町
が
合

併
し
現
在
の
身
延
町
と
な

る
が
、
平
成
20
年
よ
り
町

営
バ
ス
を
補
完
す
る
形
で

〝
み
の
ぶ
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
〟
の
運
行
が
開
始
さ

れ
た
。
身
延
町
地
域
公
共

交
通
活
性
化
協
議
会
が
運

営
主
体
と
な
り
、
３
町
で

営
業
し
て
い
た
３
社
の
タ

ク
シ
ー
会
社
が
エ
リ
ア
運

行
す
る
。
商
工
会
が
予
約

セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
配
車

す
る
。
集
落
が
街
道
沿
い
に
あ

る
地
区
で
は
路
線
を
決
め
た
運

行
で
、
他
の
２
地
区
は
デ
マ
ン

ド
型
に
な
っ
て
い
る
。
登
録
制

で
、
運
賃
は
大
人
３
０
０
円
、

小
中
学
生
１
０
０
円
、
未
就
学

児
無
料
と
な
る
。

　

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
運
行

に
よ
り
町
営
バ
ス
の
路
線
整
理

が
進
み
、
効
率
の
良
い
公
共
交

通
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
感
じ

た
。
町
営
バ
ス
で
は
観
光
客
の

た
め
に
週
末
運
行
さ
れ
る
路
線

が
新
た
に
加
わ
っ
て
い
る
。

　
　
（
報
告
：
荻
野
友
一
議
員
）

地域地域のの実情実情にに
合う合うデマンドデマンド
　交通　交通を探るを探る

身延町役場での研修を終えて

　

８
月
２
日（
水
）、
町
の
公
共

交
通
を
検
証
し
、
住
民
に
寄
り

添
う
公
共
交
通
を
構
築
す
る
た

め
、
14
年
前
か
ら
デ
マ
ン
ド
バ

ス
運
行
を
実
施
し
て
い
る
東
京

都
檜
原
村
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

檜
原
村
の
人
口
は
２
千
人
余

り
で
、
過
疎
化
が
進
む
島
嶼
部

を
除
く
と
東
京
都
唯
一
の
村

で
あ
る
。
少
子
高
齢
化
に
伴
い

利
用
者
数
の
少
な
い
路
線
バ
ス

の
維
持
と
、
バ
ス
が
通
ら
な
い

地
域
の
交
通
手
段
確
保
の
課
題

に
向
け
、
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
検
討
し
て
来
た
。
平
成

20
年
に
実
証
運
行
を
開
始

し
、
現
在
は
路
線
バ
ス
の

時
刻
に
合
わ
せ
、
支
線
と

し
て
バ
ス
停
ま
で
走
る
デ

マ
ン
ド
形
態
を
と
る
。
定

期
運
行
の
地
区
と
、
住
民

の
少
な
い
地
区
は
予
約
制

と
し
て
２
種
類
の
運
行
に

特
徴
を
持
つ
。
利
用
者
の

個
人
負
担
は
１
０
０
円
で

あ
る
が
、
利
用
者
は
減
少

傾
向
に
あ
る
。
現
在
で
も

公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

に
よ
り
、検
証
・
検
討
が
継

続
さ
れ
て
お
り
、
地
域
住
民
の

利
便
性
向
上
に
苦
慮
す
る
様
子

が
伺
え
た
。
西
東
京
バ
ス
が
路

線
運
行
を
担
い
、
タ
ク
シ
ー
事

業
者
と
貸
し
切
り
バ
ス
事
業
者

が
事
業
主
体
と
な
り
、
予
約
管

理
か
ら
支
線
運
行
を
担
う
。

　

当
町
で
も
バ
ス
利
用
者
数
が

減
少
し
、巡
回
バ
ス「
な
が
わ
ご

ん
」も
そ
の
活
性
化
が
問
わ
れ
、

地
形
も
二
股
路
線
で
あ
る
こ
と

等
類
似
点
が
多
く
、
大
変
参
考

に
な
る
研
修
と
な
っ
た
。

　
　
（
報
告
：
龍
野
一
幸
議
員
）

公共交通公共交通の　の　
あり方あり方を　　を　　
再検討再検討するする　　

檜原村議会の皆さんと

■ 長和町議会行政視察 東京都檜
ひのはら

原村

■ 長和町議会行政視察 山梨県身延町

OginoOgino

TatsunoTatsuno
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■
マ
チ
イ
ロ
ア
プ
リ
を

入
れ
る
と
、
ス
マ
ホ
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
な
が
わ

ま
ち
議
会
だ
よ
り
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

９
月
22
日（
金
）、
長
和
町
に

お
い
て
「
下
諏
訪
町
・
長
和
町

議
会
議
員
研
修
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
下
諏
訪
町
議
会
は

今
年
の
４
月
に
議
会
議
員
選
挙

が
あ
り
、
無
投
票
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
13
名
の
う
ち
５
名
が

新
人
議
員
と
な
り
、
20
代
の
女

性
議
員
や
30
代
の
男
性
議
員
も

加
わ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
は
「
黒
耀
石

体
験
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
に
於
い

て
開
催
さ
れ
、
下
諏
訪
町
議
会

議
員
の
皆
さ
ん
に
は
、「
星
く
そ

館
」
の
視
察
、
黒
耀
石
の
グ
ッ

ズ
づ
く
り
を
体
験
し
て
頂
き

ま
し
た
。
始
め
に
体
験
ミ
ュ 

ー
ジ
ア
ム
で
、
学
芸
員
の
大

竹
幸
恵
さ
ん
に
よ
る
ス
ラ
イ

ド
で
の
説
明
が
行
わ
れ
、
長

和
町
の
黒
耀
石
大
使
に
よ
る

国
際
交
流
の
活
動
の
様
子
と

と
も
に
、
オ
ラ
ン
ダ
の
博
物

館
で
の
研
究
成
果
が
話
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
ま
だ

公
開
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
新

た
な
情
報
と
し
て
、
江
戸
時

代
後
期
に
来
日
し
た
シ
ー
ボ

ル
ト
が
オ
ラ
ン
ダ
に
持
ち
帰 

っ
た
黒
耀
石
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
研
究
し
た
結
果
、
長
和
町
産

と
下
諏
訪
町
産
の
２
つ
の
黒
耀

石
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
突
き
止

め
た
お
話
な
ど
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
２
０
０
年
前
の

シ
ー
ボ
ル
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

研
究
と
発
見
の
中
に
も
隣
町
で

あ
る
下
諏
訪
と
の
繋
が
り
が
あ

る
こ
と
を
知
り
、
黒
耀
石
を
通

し
た
親
近
感
が
感
じ
ら
れ
、
嬉

し
い
再
発
見
が
あ
る
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
。

　（
報
告
：
阿
部
由
紀
子
議
員
）

黒耀石黒耀石のの歴史歴史
からから繋がり繋がりをを
再発見　　　再発見　　　

研修を終えて（黒耀石体験ミュージアム）

●
長
和
町
議
会
議
員
の
任
期
は
11
月
末
で
半
期
２
年
に

な
り
ま
す
。
議
長
や
委
員
会
の
任
期
は
２
年
と
決
ま
っ
て

い
る
の
で
、
12
月
議
会
か
ら
は
新
構
成
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
議
会
だ
よ
り
に
目
を
通
し
、
議
会
に
町
政
に
関
心

を
寄
せ
て
頂
い
た
多
く
の
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 

「
な
ぜ
議
長
や
委
員
会
任
期
は
半
期
２
年
な
の
？
」

  

議
員
任
期
は
４
年
で
す
が
、
委
員
会
の
任
期
は
委

員
会
条
例
で
２
年
と
、
議
長
、
副
議
長
の
任
期
は
申
し

合
わ
せ
で
２
年（
再
任
も
可
）と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

議
長
、副
議
長
は
選
挙
で
、委
員
長
は
互
選
で
選
出
さ
れ

ま
す
。  

12
月
の
議
会
開
会
日
に
は
新
し
い
議
会
体
制
が

決
ま
り
ま
す
。

森
田
議
長
の〝
議
会
概
説
〟⑽

〈
中
山
道「
唐
沢
の
一
里
塚
〉

　

 

表
紙
の
中
央
奥
に
見
え
る
２
つ
の

盛
り
上
が
り
が
唐
沢
一
里
塚
で
、
そ

の
間
を
中
山
道
が
通
っ
て
い
ま
す
。

　

 

一
里
塚
は
、江
戸
初
期
、五
街
道
に

一
里
ご
と
に
築
か
れ
た
土
盛
り
の
塚

で
す
。
通
常
は
対
で
設
け
ら
れ
、
旅

人
が
木
陰
で
休
め
る
よ
う
に
、
榎
え
の
き

や

欅
け
や
き
、
松
な
ど
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

 

唐
沢
の
一
里
塚
は
、
こ
の
辺
り
の

中
山
道
の
道
筋
が
、
江
戸
時
代
の
か

な
り
早

い
時
期

に
付
け

替
え
ら

れ
た
た

め
、
路
線
か
ら
外
れ
、
山
中
に
残
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
戦
時
中
の
開
墾
に

よ
り
一
部
削
ら
れ
た
箇
所
も
あ
り
ま

す
が
、
ほ
ぼ
往
時
の
原
形
を
留
め
て

い
て
、
今
で
は
五
街
道
中
で
も
珍
し

い
、
対
で
残
る
一
里
塚
で
す
。

　

 

唐
沢
集
落
を
抜
け
て
国
道
１
４
２

号
を
渡
っ
た
山
の
中
に
あ
り
、「
歴
史

の
道
中
山
道
」
と
し
て
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

 　
（
写
真
は
、江
戸
方
か
ら
望
む
）

★
表
紙
写
真
の
説
明★

■ 下諏訪町・長和町議会議員研修会

AbeAbe
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ながわまち
議会だより

広報常任委員会

委員長  佐藤  恵一
委　員  阿部由紀子

 田福 光規
 原田 恵召
 渡辺 久人

編　集  森田  公明

▼
何
気
な
く
止
ま
る

駐
車
場
。
気
が
付
け

ば
、
白
線
内
に
や
や

斜
め
に
止
ま
っ
て
い

る
で
は
な
い
か
。
気

が
済
む
ま
で
や
り
直

し
て
、
下
車
。「
運
転

に
は
自
信
を
持
っ
て

い
た
の
に
」
と
気
づ

い
た
の
が
高
齢
者
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
。
▼
最
近「
後

期
高
齢
者
」に
な
っ
て
、あ
ち
こ
ち
身
体
の

不
具
合
が
気
に
な
る
。
家
の
中
を
歩
け
ば

敷
居
に
足
の
つ
ま
先
を
ぶ
つ
け
、
痛
い
思

い
は
度
々
。
会
話
の
声
が
聞
き
に
く
い
の

で
補
聴
器
で
も
と
相
談
す
れ
ば
、
ま
あ
最

低
で
も
50
万
ほ
ど
出
せ
ば
と
の
返
答
に
、

も
う
少
し
我
慢
す
る
か
…
。
▼
物
忘
れ
も

頻
繁
で
、
ス
マ
ホ
を
一
旦
離
す
と
何
処
へ

置
い
た
か
思
い
出
せ
な
い
。
呼
び
出
し
音

を
頼
り
に
探
し
回
る
。
▼
日
本
人
が
17
年

連
続
で
イ
グ
・
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
。
簡

単
に
う
せ
物
が
分
か
る
機
械
の
発
明
は
。

長和町
あの人を訪ねて

—第１８回—

　     　 　   　   　  たつかわ　　ただし 　　  　　　　

　　   　竜川　禎 さん
　　　　   （古町学者村）

略歴・活動
1955年北海道生まれ。桑沢デザイン
研究所卒業後、工業デザインに携わ
る。その後バードカービング（鳥の
彫刻）の世界に入って 33年目。科博
など各地の施設に作品を提供する。

広
報
常
任
委
員
会
が
町
民
の
皆
様
を
訪
ね
て
、意
見
や
活
動
を
お
聞
き
し
ま
す
。

   

ど
う
し
て
長
和
町
に
？

  

バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
の
仕
事
が

軌
道
に
乗
り
、
住
ま
い
を
東
京
に
こ

だ
わ
る
必
要
が
な
く
な
り
、
２
０
０ 

１
年
冬
、
家
族
３
人
で
移
住
し
て
来

ま
し
た
。
引
越
し
前
日
は
う
ず
高
く

積
も
っ
て
い
た
雪
か
き
が
大
変
で
、

当
時
の
管
理
人
の
横
山
さ
ん
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

   

町
で
の
生
活
は
快
適
で
す
か
？

  

自
然
豊
か
な
環
境
の
中
、
子
供

は
保
育
園
、
小
・
中
学
校
を
の
び
の

び
と
す
ご
し
ま
し
た
。
感
謝
で
す
。

　
「
キ
ュ
ル
テ
ュ
ー
ル
・
ド
・
な
が
わ
ま

ち
」
の
活
動
が
き
っ
か
け
で
、
町
の

皆
さ
ん
と
知
り
合
え
ま
し
た
。
そ
の

後
「
黒
耀
石
の
ふ
る
さ
と
祭
り
」「
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」「
支
え
合
い
サ

ポ
ー
ト
」
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す

る
う
ち
、
移
住
組
な
が
ら
『
わ
が
町

長
和
』
と
い
う
意
識
も
芽
生
え
て
き

ま
し
た
。

　

仕
事
の
息
抜
き
に
キ
ャ
ン
プ
や
ツ 

ー
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
ま
す
。
当
地

は
周
辺
に
美
術
館
も
多
い
の
で
、
魅

力
あ
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。（
諏
訪
の
北

澤
美
術
館
が
お
気
に
入
り
！
）

　

ご
近
所
の
皆
さ
ん
と
結
成
し
た
「 

ウ
ィ
～
壮
年
合
唱
団
」
に
所
属
し
、

月
２
回
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
指

導
者
に
は
と
て
も
恵
ま
れ
て
い
る

の
で
す
が
、
合
唱
の
道
は
険
し
く

厳
し
い
で
す
！

　

私
の
住
む
地
区
に
は
正
式
な
自

治
会
が
な
い
の
で
す
が
、
有
志
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

作
り
を
し
て
い
ま
す
。
今
夏
は
２

日
間
に
わ
た
り
、
盆
踊
り
大
会
も

催
し
ま
し
た
。

   

町
や
議
会
に
望
む
こ
と
は
？

  

和
田
と
長
門
が
合
併
し
た
当

初
は
９
０
０
０
人
弱
だ
っ
た
町
の

人
口
が
、
現
在
で
は
６
０
０
０
人
弱

と
な
り
、激
減
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、

そ
の
要
因
で
あ
る
少
子
化
や
高
齢
化

は
全
国
的
な
こ
と
で
避
け
よ
う
の
な

い
大
き
な
流
れ
。
そ
の
ス
ピ
ー
ド
を

い
く
ら
か
で
も
遅
く
す
る
の
も
大
事

で
す
が
、
人
口
減
少
下
で
も
持
続
可

能
な
町
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
練
り

上
げ
た
施
策
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
実
行
し
て
ほ
し
い
と
切
に
願
い
ま

す
。

　

議
会
に
は
、
町
＝
執
行
機
関
が
し 

っ
か
り
現
状
を
見
据
え
た
施
策
を
立

案
・
実
行
す
る
よ
う
導
き
、
ま
た
各

議
員
自
ら
が
町
長
に
な
っ
た
つ
も
り

で
、
町
に
と
っ
て
よ
り
良
い
政
策
を

考
え
、
推
進
す
る
よ
う
望
み
ま
す
。

長和町議会議員から長和町議会議員から
町民の皆様へ町民の皆様へ

　議会から町民の皆様へのお知らせ
や議員の思いなどを掲載しています。
第７２号は、  羽田公夫 議員です。


